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白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

第52回貞逸祭・白馬連峰開山祭
第52回目を迎える「貞逸祭・白馬連峰開山祭」が5月26日（土曜日）に白馬岳の登山
口猿倉で開催されました。
貞逸祭・開山祭は、白馬アルプホルンの会の演奏ではじまり、神事が執り行われ、今
シーズンの山の安全が祈念されました。

開山祭の後に行われた記念トレッキングでは、約400名の参加者が白馬大雪渓まで
の登山を楽しみ、記念白馬岳登山ツアーでは25名の登山者がまだ雪が多い白馬大雪
渓を登り、無事に白馬岳に登頂しました。
晴天のもと、多くの参加者に見守られて、最高の形で今年の夏山シーズンが開幕し
ました。
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８
月
５
日（
日
曜
日
）は

 
長
野
県
知
事
選
挙
　
白
馬
村
長
選
挙
の
投
票
日
で
す

長
野
県
知
事
選
挙	

告
示
日 

7
月
19
日（
木
曜
日
）、投
票
日
8
月
5
日（
日
曜
日
）

白
馬
村
長
選
挙	

告
示
日 

7
月
31
日（
火
曜
日
）、投
票
日
8
月
5
日（
日
曜
日
）で
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
選
挙
は
ど
ち
ら
も
私
た
ち
の
未
来
を
託
す
と
て
も
身
近
で
大
切
な
選
挙
で
す
。棄
権
す
る
こ
と
な
く
必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

●
投
票
日
・
投
票
時
間　

８
月
５
日（
日
曜
日
）　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

投
票
権
は
18
歳
以
上

若
者
の
意
見
や
考
え
を
政
治
に
届
き
や
す
く
す

る
た
め
、公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、選
挙
権
年

齢
が「
20
歳
以
上
」か
ら「
18
歳
以
上
」に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。
有
権
者
全
員
が
政
治
や
選
挙
に

関
心
を
持
ち
大
切
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

な
お
、今
回
白
馬
村
で
は
選
挙
権
年
齢
が
引
き

下
げ
ら
れ
て
か
ら
初
め
て
の
県
知
事
選
挙
及
び
村

長
選
挙
と
な
り
ま
す
。

白
馬
村
で
投
票
で
き
る
人

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
次
の
人
で
す
。

●
年
齢　

�

投
票
日
に
満
18
歳
以
上
の
人
。（
平
成
12

年
8
月
6
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

●
住
所　

▽�

長
野
県
知
事
選
挙　
平
成
30
年
4
月
30
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
白
馬
村
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

長
野
県
知
事
選
挙
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
。

▽�

白
馬
村
長
選
挙　
平
成
30
年
4
月
30
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
白
馬
村
に
お
住
ま
い
の
方
で
、白
馬

村
長
選
挙
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
。村
外
へ
転
出
さ
れ
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

住
所
移
転
の
届
出
を
さ
れ
る（
さ
れ
た
）方

（
長
野
県
知
事
選
挙
の
み
）

・
白
馬
村
か
ら
県
内
へ
転
出
さ
れ
る（
さ
れ
た
）方

　
平
成
30
年
4
月
19
日
以
降
に
白
馬
村
か
ら
転
出

さ
れ
る（
さ
れ
た
）方
は
、白
馬
村
の
投
票
所
で
の

投
票
に
な
り
ま
す（
た
だ
し
、白
馬
村
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。）

　
ま
た
、最
寄
り
の
市
町
村
で
発
行
さ
れ
る「
引
き

続
き
長
野
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」

の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。県
外
へ
転
出
さ
れ

た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

・
白
馬
村
に
転
入
さ
れ
た
方

　
白
馬
村
へ
の
転
入
届
を
平
成
30
年
5
月
1
日
以

降
に
提
出
さ
れ
た
方
は
、転
入
前
の
住
所（
選
挙
人

名
簿
登
録
）地
の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。（
平
成
30
年
5
月
1
日
以
降
に
県
外
か
ら

転
入
さ
れ
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。）

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
、レ
ジ
ャ
ー
、冠

婚
葬
祭
等
の
用
務
が
あ
る
場
合
、選
挙
期
日
前
で

あ
っ
て
も
、選
挙
期
日
と
同
じ
手
続
き
に
よ
り
投

票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
場
所
及
び
時
間

　

�

白
馬
村
社
会
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
1
階
作
業
室

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

●
期
間

▽
長
野
県
知
事
選
挙　

　
7
月
20
日（
金
曜
日
）〜
8
月
4
日（
土
曜
日
）

※
平
成
30
年
4
月
19
日
か
ら
4
月
30
日
ま
で
に
転

入
さ
れ
た
方
は
8
月
1
日
か
ら
可
能
で
す
。

▽
白
馬
村
長
選
挙　

　
8
月
1
日（
水
曜
日
）〜
8
月
4
日（
土
曜
日
）

●
持
ち
物　
投
票
所
入
場
券

不
在
者
投
票

滞
在
先
の
市
区
町
村
で
の
投
票

仕
事
先
、旅
行
先
な
ど
で
村
外
に
滞
在
し
て
い

る
場
合
、白
馬
村
以
外
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
投
票
用
紙
の
請
求

「
宣
誓
書（
兼
請
求
書
）」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、白
馬
村
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。（
直
接
当
事
務
局
に
お
越
し
い
た
だ
き

請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）

②
投
票
用
紙
受
領
後
の
注
意
点
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告
示
日
後
に
、「
投
票
用
紙
」「
不
在
者
投
票
封
筒

（
内
・
外
）」「
不
在
者
投
票
証
明
書
」を
郵
便
書
留

で
送
付
し
ま
す
の
で
、受
け
取
ら
れ
ま
し
た
ら
下

記
の
期
間（
早
急
に
）最
寄
り
の
市
区
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

こ
の
と
き
、先
に
投
票
用
紙
等
に
記
入
し
た
り
、

「
不
在
者
投
票
証
明
書
」を
開
封
し
た
り
す
る
と
無

効
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
投
票
用
紙
」等
と
共
に
お
送
り
す
る
投
票
方
法
の

説
明
に
従
っ
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

③
最
寄
り
の
市
区
町
村
で
の
投
票

▽
期
間
及
び
時
間
:
期
日
前
投
票
と
同
じ
で
す
。

�（�

場
所
・
時
間
に
つ
い
て
は
各
市
区
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）

④
投
票
用
紙
の
返
送

投
票
手
続
の
済
ん
だ
投
票
用
紙
は
市
区
町
村
の

選
挙
管
理
委
員
会
が
白
馬
村
へ
返
送
し
ま
す
。
こ

の
投
票
用
紙
は
、投
票
日
当
日
、閉
鎖
時
刻
ま
で
に

定
め
ら
れ
た
投
票
所
に
到
着
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
郵
送
に
は
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、請

求
や
投
票
の
手
続
き
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
の
投
票

指
定
病
院
・
指
定
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
、都
道
府
県

の
選
挙
管
理
委
員
会
が
不
在
者
投
票
施
設
に
指
定

し
た
施
設
や
法
令
で
定
め
ら
れ
た
施
設（
監
獄
な

ど
）に
入
院
・
入
所
中
で
あ
れ
ば
、そ
の
施
設
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
は
、施
設
の
長
を
通
じ

て
行
い
ま
す
が
、自
分
で
直
接
請
求
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

郵
便
等
に
よ
る
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、下
記

に
該
当
す
る
場
合
、自
宅
な
ど
で
投
票
で
き
ま
す
。

※�

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
投
票
す
る
た
め
に
は
、

あ
ら
か
じ
め「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」の
交
付
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。交
付
申
請
の
際

に
は
、下
記
の
手
帳
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、ま
ず
は
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
た
方
か

ら
の
投
票
用
紙
等
の
交
付
請
求
期
限
は
、平
成

30
年
8
月
1
日（
水
曜
日
）ま
で
と
な
り
ま
す
。

●
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
対
象
者

　
▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

*�

両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障
が
い（
1
級

又
は
2
級
）

*�

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
膀
胱
・
直
腸
・
小
腸
の

障
が
い（
1
級
か
ら
3
級
）

*
免
疫
・
肝
臓
の
障
が
い�（
1
級
か
ら
3
級
）

　
▽
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

*�

両
下
肢
・
体
幹
の
障
が
い（
特
別
項
症
か
ら
第

2
項
症
）

*�
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
膀
胱
・
直
腸
・
小
腸
・
肝

臓
の
障
が
い（
特
別
項
症
か
ら
第
3
項
症
）

　
▽�

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

*
要
介
護
5

●�

代
理
記
載
制
度
の
対
象
者（
代
理
人
が
投
票
用

紙
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
）

　
▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

*
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
が
い（
1
級
）

　
▽
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

*�

上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
が
い（
特
別
項
症
か

ら
第
2
項
症
）

入
場
券

長
野
県
知
事
選
挙
と
白
馬
村
長
選
挙
の
入
場
券

は
両
選
併
せ
た
1
枚
の
入
場
券
で
、長
野
県
知
事
選

挙
の
告
示
日
以
降
又
は
そ
の
翌
日
に
発
送
し
ま
す
。

選
挙
公
報

長
野
県
知
事
選
挙
の
選
挙
公
報
の
配
布
は
、区

長
を
通
じ
て
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
の
で
、お
手

元
に
届
か
な
い
方
、郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
選

挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、白
馬
村
長
選
挙
の
選
挙
公
報
に
つ
き
ま

し
て
は
、告
示
日
の
翌
日
に
各
世
帯
に
郵
送
い
た

し
ま
す
。
な
お
、無
投
票
に
な
っ
た
場
合
は
、選
挙

公
報
を
発
行
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

両
選
挙
と
も
白
馬
村
役
場
村
民
ホ
ー
ル
に
備
え

て
置
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

投
票
所

第
９
投
票
所
は「
新
田
公
民
館
」が
建
替
え
工

事
に
よ
り
使
用
で
き
な
い
た
め
、今
回
の
選
挙
で

は「
切
久
保
公
民
館
」へ
変
更
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
自
身
の
投
票
所
を
確
認
の
う
え
、ご
来
場
く
だ

さ
い
。

投
票
用
紙

今
回
の
選
挙
に
か
か
る
投
票
用
紙
は
下
記
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

・�

長
野
県
知
事
選
挙　

用
紙
は
白
色
に
赤
刷
り
と

し
、記
名
式
と
な
り
ま
す
。

・�

白
馬
村
長
選
挙　
用
紙
は
あ
さ
ぎ
色（
薄
い
藍
色
）

に
赤
刷
り
と
し
、期
日
前
投
票
用
紙
は
記
名
式
、

８
月
５
日
当
日
の
投
票
用
紙
は
記
号
式
と
な
り

ま
す
。

※�

左
記
の
投
票
用
紙
は
見
本
で
す
。実
際
の
投
票

用
紙
と
は
異
な
り
ま
す
。

�

第1投票所 白馬村保健福祉
ふれあいセンター

白馬町・深空・八方口・大
出・蕨平・嶺方

第2投票所 塩島基幹センター 森上・塩島・通・立の間・
青鬼・野平

第5投票所 白馬村農業体験実習館 飯田・飯森・めいてつ

第6投票所 沢渡公民館 内山・佐野・沢渡

第7投票所 堀之内地区高齢者
支え合いセンター 三日市場・堀之内

第8投票所 八方文化会館 八方・和田野・山麓

第9投票所 切久保公民館※ 新田・どんぐり・切久保・
落倉

第10投票所 瑞穂農業生活改善
センター

瑞穂・エコーランド・み
そら野

※投票所変更

≪長野県知事選挙　投票用紙≫≪白馬村長選挙　投票用紙≫

８月５日当日の投票用紙（記号式）

ス
タ
ン
プ
印
ま
た
は
鉛
筆
で
○
印
を

※�候補者氏名はあらかじめ投票用紙に印刷されてい
ます。

期日前投票用紙
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白
馬
村
長
選
挙
へ

　
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
へ

正
し
い
選
挙
運
動
を

選
挙
運
動
が
で
き
る
の
は
、立
候
補
の
届
出
が
受
理
さ
れ
て
か
ら
で
す
。
そ
れ
以
前
の
選
挙
運
動

は
一
切
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、公
職
選
挙
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る
運
動
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
選
挙
日
程

●
戸
別
訪
問

各
家
庭
や
会
社
な
ど
を
ま
わ
っ
て
特
定
の
候
補
者
に
投
票
す
る
よ
う
に
頼
ん
だ
り
、選
挙
運
動
の

た
め
に
各
家
庭
に
演
説
会
の
開
催
を
知
ら
せ
た
り
、候
補
者
の
氏
名
や
政
党
名
な
ど
を
言
い
歩
く

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。�

●
飲
食
物
の
提
供

・�

選
挙
事
務
所
な
ど
で
は
、運
動
員
に
通
常
用
い
ら
れ
る
茶
菓
子

や
限
ら
れ
た
金
額
と
数
量
の
弁
当
以
外
の
飲
食
物
を
出
す
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。有
権
者
が
陣
中
見
舞
い
に
酒
や
ビ
ー

ル
を
選
挙
事
務
所
へ
持
っ
て
い
く
こ
と
は
違
反
に
な
り
ま
す
。

・�

選
挙
事
務
所
な
ど
で
、お
茶
代
わ
り
に
酒
や
ビ
ー
ル
を
出
す
こ

と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。�

●
買
収
供
応
・
選
挙
妨
害

・�

選
挙
運
動
の
た
め
に
買
収
を
し
た
り
、ご
馳
走
を
し
た
り
さ
れ

た
り
す
る
こ
と
は
違
反
で
す
。

・�

候
補
者
に
つ
い
て
の
デ
マ
を
と
ば
す
こ
と
、候
補
者
や
選
挙
人
、

運
動
員
を
脅
し
た
り
、演
説
や
集
会
を
妨
害
し
た
り
、選
挙
ポ
ス

タ
ー
、看
板
な
ど
を
破
損
し
、運
動
を
妨
げ
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

�

●
寄
付
の
禁
止

・�

公
職
の
候
補
者
ま
た
は
公
職
の
候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は

選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
、い
か
な
る
名
義
を
も
っ
て
も
寄

付
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。�

違
反
の
な
い
明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

7月18日
（水曜日）

立候補予定者説明会
（13:30〜）

7月24日
（火曜日）

届出書類事前調査
（9:00〜12:00）

7月30日
（月曜日）

選挙人名簿登録基準日・
登録日
選挙運動用自動車検査

（10:00〜11:00）

7月31日
（火曜日）

選挙告示、立候補届出、
選挙運動開始

8月1日
（水曜日）

期日前投票・
不在者投票開始

8月2日
（木曜日） 選挙立会人届出最終日

8月4日
（土曜日）

期日前投票・
不在者投票最終日

お問合せ　白馬村選挙管理委員会（白馬村役場）　電話：72-5000
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     平
成
31
年
4
月
採
用

白
馬
村
職
員
採
用
試
験
受
験
案
内

受
験
資
格
②　
本
人
が
平
成
31
年
4
月
以
降
白

馬
村
内
に
居
住
を
予
定
し
て
い
る
人（
保
育
士

及
び
保
健
師
は
除
く
）

《
欠
格
事
項
等
》

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、受
験
で
き
ま
せ
ん
。

（
1
）日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

（
2
）�地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る
次
の
欠
格

条
項
に
該
当
す
る
者

ア　
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

イ　

�

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、そ
の
執
行
を
終
わ

る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
る
ま
で
の
者

ウ　

�

白
馬
村
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、

そ
の
処
分
の
日
か
ら
2
年
を
経
過
し
な
い
者

エ　

�

日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
降
に
お
い
て
、日
本
国

憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で

4
．受
験
手
続
き

（
1
）申
込
み

　
『
白
馬
村
職
員
採
用
試
験
申
込
書
』（
履
歴
書
を
兼

ね
る
）を
、役
場
総
務
課
で
受
け
取
る
か
白
馬
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
、所
定
事
項
を
も

れ
な
く
記
入（
押
印
・
写
真
添
付
）し
、受
付
期
間
内
に

総
務
課
へ
持
参
す
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

郵
送
の
場
合
は
、封
筒
の
表
に「
採
用
試
験
申
込
書

在
中
」と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

（
2
）受
付
締
め
切
り

　
平
成
30
年
8
月
10
日（
金
曜
日
）　
午
後
5
時
15
分
ま
で

①�

受
付
時
間
は
、平
日
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分
ま
で

②�

郵
送
の
場
合
は
、8
月
10
日
到
着
分
ま
で
受
け
付
け

ま
す
。

※�

受
験
票
は
、受
験
資
格
を
確
認
し
受
付
期
間
終
了
後

に
本
人
宛
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、正
確
な
住
所
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．合
格
発
表

　

第
1
次
試
験
合
格
発
表
は
10
月
上
旬
、第
2
次

試
験
合
格
発
表
は
11
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

6
．勤
務
条
件

（
1
）給　
与

　
給
与（
給
料
・
諸
手
当
）は
、条
例
に
よ
り
経
歴
な

ど
を
勘
案
の
う
え
支
給
し
ま
す
。な
お
、高
校
・
短

大
・
大
学
等
卒
業
後
、直
ち
に
採
用
さ
れ
た
場
合
の

給
料
月
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
1
次
試
験
平
成
30
年
9
月
16
日（
日
曜
日
）

受
付
期
間

平
成
30
年
7
月
2
日（
月
曜
日
）〜
8
月
10
日（
金
曜
日
）

1
．試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員
・
受
験
資
格

試
験
区
分
採
用
予
定
人
員

受
験
資
格
①

一
般
事
務

（
初
級
）

若
干
名

○�

平
成
6
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
13

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を

有
す
る
人
又
は
卒
業
見
込
み
の
人

保
育
士

（
中
級
）

若
干
名

○�

昭
和
58
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

11
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、保
育
士
及
び
幼
稚
園
教

諭
の
資
格
を
有
す
る
人
又
は
平

成
31
年
3
月
31
日
ま
で
に
資
格

取
得
見
込
み
の
人

保
健
師

（
中
級
）

若
干
名

○�

昭
和
53
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、保
健
師
の
資
格
を
有
す

る
人
又
は
平
成
31
年
3
月
31
日

ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人

※
各
試
験
区
分
を
同
時
に
申
し
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

２
．試
験
の
日
時
及
び
会
場

試
験

日
時

会
場

第
1
次
試
験
平
成
30
年
9
月
16
日（
日
曜
日
）

午
前
8
時
30
分　
受
付

白
馬
村
役
場

第
2
次
試
験
平
成
30
年
10
月
中
旬
又
は
下

旬
の
指
定
す
る
日（
日
曜
日
）

３
．試
験
の
方
法
及
び
内
容

（
１
）第
１
次
試
験

■
一
般
事
務

試
験
の
方
法

内
容

教
養
試
験

（
2
時
間
・
40
題
）

高
校
卒
業
程
度
の
時
事
、社
会
・
人
文
及

び
自
然
に
関
す
る
一
般
知
識
並
び
に
文

章
理
解
、判
断
推
理
、数
的
推
理
及
び
資

料
解
釈
に
関
す
る
一
般
知
能

（
２
）第
２
次
試
験（
１
次
試
験
合
格
者
）

試
験
の
方
法

内
容

作
文
試
験

出
題
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
程
度

に
ま
と
め
る
も
の

面
接
試
験

個
別
面
接
に
よ
る
試
験

■
保
育
士

試
験
の
方
法

内
容

教
養
試
験

（
2
時
間
・
40
題
）

高
校
卒
業
程
度
の
時
事
、社
会
、人
文
及

び
自
然
に
関
す
る
一
般
知
識
並
び
に
文

章
理
解
、判
断
推
理
、数
的
推
理
及
び
資

料
解
釈
に
関
す
る
一
般
知
能

専
門
試
験

（
1
時
間
30
分
・
30
題
）

社
会
福
祉
、児
童
家
庭
福
祉（
社
会
的
養

護
を
含
む
。）、保
育
の
心
理
学
、保
育
原

理
、保
育
内
容
、子
ど
も
の
保
健（
精
神
保

健
含
む
）����

■
保
健
師

試
験
の
方
法

内
容

教
養
試
験

（
2
時
間
・
40
題
）

高
校
卒
業
程
度
の
時
事
、社
会
、人
文
及

び
自
然
に
関
す
る
一
般
知
識
並
び
に
文

章
理
解
、判
断
推
理
、数
的
推
理
及
び
資

料
解
釈
に
関
す
る
一
般
知
能

専
門
試
験

（
1
時
間
30
分
・
30
題
）

公
衆
衛
生
看
護
学
、疫
学
、保
健
統
計
学
、

保
健
医
療
福
祉
行
政
論

【
共
通
検
査
】

試
験
の
方
法

内
容

一
般
性
格
診
断
検
査

（
20
分
・
1
5
0
題
）

公
務
員
に
求
め
ら
れ
る
資
質
に
つ
い

て
、性
格
特
性
を
み
る

職
場
適
応
性
検
査

（
20
分
・
1
2
0
題
）

公
務
員
と
し
て
の
職
業
生
活
へ
の
適

応
性
に
つ
い
て
、職
務
へ
の
対
応
や
対

人
関
係
面
で
の
性
格
特
性
を
み
る

（
2
）勤
務
時
間
、休
暇

　

勤
務
時
間
は
、午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

15
分
ま
で（
休
憩
1
時
間
含
む
）の
7
時
間
45
分
、

休
日
は
土
日
祝
日
で
す
。
年
次
休
暇
は
、年
20
日

（
採
用
年
は
15
日
）、特
別
休
暇
、療
養
休
暇
の
ほ
か
、

介
護
・
育
児
の
た
め
の
休
業
制
度
等
が
あ
り
ま
す
。

７
．そ
の
他

（
1
）�受
験
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
及
び
申

込
書
類
の
内
容
が
事
実
に
反
す
る
事
項
等
が

あ
る
人
は
、合
格（
採
用
）を
取
り
消
し
ま
す
。

（
2
）�試
験
合
格
者
で
、資
格
取
得
見
込
み
の
資
格

を
取
得
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、合
格（
採
用
）

を
取
り
消
し
ま
す
。

（
3
）�提
出
書
類
は
一
切
お
返
し
し
ま
せ
ん
。取
得

し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、今
回
の
職
員

採
用
試
験
の
実
施
の
た
め
に
用
い
、そ
れ
以

外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
先
・
採
用
試
験
申
込
書
送
付
先

〒
3
9
9

−

9
3
9
3��

長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬

村
大
字
北
城
7
0
2
5��

白
馬
村
役
場　
総
務
課

T
e
l�（
0
2
6
1
）7
2

−

5
0
0
0

内
線
1
1
1
7

F
a
x�

（
0
2
6
1
）7
2

−

7
0
0
1

E
メ
ー
ル　

��som
u@

vill.hakuba.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.vill.hakuba.lg.jp

破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団

体
を
結
成
し
、又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

試
験
区
分

初
任
給

適
用
給
料
表

一
般
事
務
高
校
卒　
1
4
7
，1
0
0
円

大
学
卒　
1
6
8
，6
0
0
円

行
政
職（
一
）表

保
育
士

1
5
9
，8
0
0
円

（
短
大
２
年
卒
）

保
健
師

1
7
3
，9
0
0
円（
看
護
系

大
学
卒
、看
護
短
大
3
年
・
保

健
師
専
修
学
校
1
年
）

※�

通
勤
手
当
、期
末
・
勤
勉
手
当
、扶
養
手
当
、住
居
手
当
等
が
条
件
に

応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
飲
食
物
の
提
供

・�

選
挙
事
務
所
な
ど
で
は
、運
動
員
に
通
常
用
い
ら
れ
る
茶
菓
子

や
限
ら
れ
た
金
額
と
数
量
の
弁
当
以
外
の
飲
食
物
を
出
す
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。有
権
者
が
陣
中
見
舞
い
に
酒
や
ビ
ー

ル
を
選
挙
事
務
所
へ
持
っ
て
い
く
こ
と
は
違
反
に
な
り
ま
す
。

・�

選
挙
事
務
所
な
ど
で
、お
茶
代
わ
り
に
酒
や
ビ
ー
ル
を
出
す
こ

と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。�

●
買
収
供
応
・
選
挙
妨
害

・�

選
挙
運
動
の
た
め
に
買
収
を
し
た
り
、ご
馳
走
を
し
た
り
さ
れ

た
り
す
る
こ
と
は
違
反
で
す
。

・�

候
補
者
に
つ
い
て
の
デ
マ
を
と
ば
す
こ
と
、候
補
者
や
選
挙
人
、

運
動
員
を
脅
し
た
り
、演
説
や
集
会
を
妨
害
し
た
り
、選
挙
ポ
ス

タ
ー
、看
板
な
ど
を
破
損
し
、運
動
を
妨
げ
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

�

●
寄
付
の
禁
止

・�

公
職
の
候
補
者
ま
た
は
公
職
の
候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は

選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
、い
か
な
る
名
義
を
も
っ
て
も
寄

付
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。�

違
反
の
な
い
明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。
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不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、河
川
敷
・
水

路
・
山
林
・
道
端
な
ど
へ
の
ご
み
の

投
棄
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。

特
に
、河
川
や
水
路
に
捨
て
ら

れ
た
場
合
は
、水
質
汚
染
の
心
配

や
、下
流
周
辺
地
区
の
皆
さ
ん
が
、

毎
年
ご
み
の
除
去
な
ど
に
大
変
苦

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
例
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

上
記
の
ご
み
は
一
部
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
こ
の
状
況
を
白
馬
に
訪
れ

る
観
光
客
が
知
っ
た
ら
ど
う
感
じ

る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、自
宅
近

隣
が
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
河
川
・
水
路

に
ご
み
は
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。白

馬
村
の
川
は
日
本

海
ま
で
繋
が
っ
て
い
ま

す
。
あ
な
た
の
マ
ナ
ー

が
き
れ
い
な
川
を
守
り

ま
す

●
燃
え
な
い
ご
み
の
う
ち
金
属
類
・
・
・

出
せ
る
日	

毎
週
月
曜
日

出
せ
る
も
の

�
���

マ
ー
ク
が
あ
る
缶
、ス
プ
レ
ー
缶
、な
べ
、フ
ラ
イ
パ
ン
、ア
ル
ミ

な
べ
、ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
な
ど

【
注
　
意
】	

・
指
定
燃
え
な
い
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
す
こ
と
。

	

・
指
定
燃
え
な
い
ご
み
袋
に
地
区
名
・
氏
名
を
必
ず
記
入
す
る
こ
と
。

	

・
軽
く
水
洗
い
し
て
出
す
こ
と
。

	

・
ア
ル
ミ
缶
や
ビ
ン
類
は
絶
対
に
入
れ
な
い
こ
と
。

●
燃
え
な
い
ご
み
の
う
ち
ガ
ラ
ス
く
ず
・
陶
磁
器
く
ず
・
・
・

出
せ
る
日	

毎
週
金
曜
日

出
せ
る
も
の

	

コ
ッ
プ
、皿
、茶
碗
、わ
れ
た
ビ
ン
、汚
れ
が
落
ち
な
い
ビ
ン
な
ど

【
注
　
意
】	

・
透
明
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
出
す
こ
と
。

	

・
ア
ル
ミ
缶
や
ビ
ン
類
は
絶
対
に
入
れ
な
い
こ
と
。

●

 

マ
ー
ク
が
あ
る
ア
ル
ミ
缶（
リ
サ
イ
ク
ル
物
）・
・
・

出
せ
る
日	

�

毎
週
木
曜
日

【
注
　
意
】	

・
透
明
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
出
す
こ
と
。

	

・
軽
く
水
洗
い
し
て
出
す
こ
と
。

　
　
　
　

●
び
ん
類（
リ
サ
イ
ク
ル
物
）・
・
・

出
せ
る
日	

 

毎
週
木
曜
日

【
注
　
意
】	

・
キ
ャ
ッ
プ
や
ア
ル
ミ
の
カ
バ
ー
を
外
す
こ
と
。

	

・
必
ず
中
を
洗
う
こ
と
。

	

・
無
色（
透
明
）、茶
色
、そ
の
他
の
色
に
分
け
る
こ
と
。

	

・
透
明
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
出
す
こ
と
。

地
区
ご
み
集
積
場
に
出
さ
れ
た
、正
し
く
分
別
さ
れ
て
い
な
い

た
め
収
集
で
き
な
い
ご
み
の
内
、特
に
多
い
ケ
ー
ス
の
正
し
い

出
し
方
を
紹
介
し
ま
す
。
ご
み
を
出
す
場
合
は
、必
ず「
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
・
早
見
表
」を
ご
覧
い
た
だ
き
、正
し
い
分
け
方
・
出
し
方
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

河
川
や
水
路
に
ご
み
を
流
さ
な
い
で
！

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

写真は姫川第二ダムの左岸の状況です。
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ま
ず
は
生
ご
み
を
出
さ
な
い
工
夫
と
し
て
、買
い
物

に
行
く
前
に
冷
蔵
庫
や
戸
棚
を
確
認
し
、無
駄
な
買
い

物
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
食
材
は
使
い
切
る

よ
う
に
し
、作
り
す
ぎ
ず
、残
っ
て
し
ま
っ
た
料
理
も

ひ
と
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、生
ご
み
の
臭
い
や
重
み
の
原
因
は
水
分
で
す
。

一
度
水
分
を
吸
っ
て
ふ
や
け
た
生
ご
み
は
水
分
が
抜

け
な
い
の
で
、調
理
中
か
ら
出
来
る
だ
け
生
ご
み
に
水

が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
、余
分
な
水
分
を
吸
わ
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
家
処
理
す
る
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。各
家

庭
の
事
情
に
あ
っ
た
自
家
処
理
方
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ

う
。

①�

電
気
式
・
機
械
式
生
ご
み
処
理
機
を
使
う

②�

段
ボ
ー
ル
式
堆
肥
化
基
材
や
木
枠
式
生
ご
み
処
理
器

を
使
う

③�

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
や
ぼ
か
し
容
器
を
使
う　
な
ど

　

白
馬
村
で
は
、生
ご
み
自
家
処
理
に
取
り
組
む
村
民

の
方
に
上
記
の
よ
う
な
補
助
制
度
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
営
業
施
設
な
ど
大
量
に
生
ご
み
が
発
生
す
る
方
に
最

適
で
す
。一
般
家
庭
数
件
が
共
同
で
実
践
さ
れ
て
い
る

事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

毎
日
発
生
す
る
生
ご
み
を
日
々
こ
の
木
枠
に
入
れ
、

「
バ
イ
オ
Ｚ
」と
い
う
専
用
の
菌
を
ふ
り
か
け
、そ
の
上

に
も
み
殻（
又
は
そ
ば
殻
）を
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
状
に
積
み

重
ね
て
い
き
、1
日
で
20
〜
30
リ
ッ
ト
ル
く
ら
い
の
生

ご
み
を
処
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
わ
く
わ
く
コ
ン
ポ
ス
ト
は
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の「
白
馬
あ
ー
す
隊
」で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

●
ご
み
減
量
の
カ
ギ
は『
生
ご
み
』の
減
量
で
す
。

　
生
ご
み
の
自
家
処
理
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

★
わ
く
わ
く
コ
ン
ポ
ス
ト
と
は

生
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
！

生ごみの約８０％が水分。
水分対策をすることで、軽量化で

きますし、地区の集積場も
衛生的に保たれます。

水気を含んだ生ごみは、充分に
水切りをしましょう。

名称 補助額 備考

家庭用電気式生ごみ処理機 購入価格の３分の２以内
（上限４０，０００円）

購入を希望される方は事前に住
民課までご相談ください。

・わくわくコンポスト
（木枠コンポスト型生ごみ処理器）

・プラスチック製生ごみ堆肥化容器
（今年度から補助の対象となりました。）

購入価格の３分の２以内
（上限１５，０００円）

購入を希望される方は住民課ま
でご相談ください。バイオZ
は住民課で販売しています。

生ごみ堆肥化基材「ぱっくん」
（段ボール式堆肥化基材）

１個につき３８２円
（１個２７１円で購入で

きます）

「Ａ・コープ白馬店ハピア」で
販売しています。
（通常は１個６５３円で販売）

お問合せ　白馬村役場　住民課　環境衛生係　電話：85-0715
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お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：72-7002

「ふるさと白馬村を応援する条例」により運用している基金の状況を報告します。

「ふるさと白馬村を応援する寄附」の状況
年度ごとの寄附の状況 事業ごとの寄附の状況（平成29年度）

　平成29年度は、前年度と比べて約1,200万円多くの寄附をいただきました。
　平成30年度も多くの方にご寄附をいただき、白馬の魅力を知っていただけるよう、情報発信に努めます。

「ふるさと白馬村を応援する基金」の活用状況
平成29年度は基金を活用して以下の事業を実施しました。

お礼の品の受注状況
※左記の件数・金額は平成29年度中に発送・支払
されたものを対象としています。（宿泊券は平
成29年度中に使用されたものを対象としてい
ます）

　また、１件の申込みで複数の商品（米40kgな
ど）を受けた場合には、単品（10kg×4など）に
換算して集計しています。

協賛事業者を募集しています

＊上記に加えて、地域教育力の向上に関する繰越事業として学校給食センター建設事業に20,000,000円を活用する予定です。

ふるさと白馬村を応援する基金の運用状況 ～ふるさと納税の報告～

年度
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29
合計

件数
8件
9件

12件
7件

11件
12件

5,684件
5,996件
7,031件
6,001件

24,771件

金額
986,500円

5,680,000円
15,505,000円
5,890,000円
6,460,000円
6,400,000円

150,873,468円
192,295,801円
199,322,503円
211,175,002円
794,588,274円

事業区分
スポーツの振興に関する事業

環境の保全及び景観の維持・再生に関する事業
産業・文化を活かした国際交流の推進に関する事業

地域教育力の向上に関する事業
白馬高校の魅力づくりに関する事業

指定なし
合計

事業区分
スポーツの振興に関する事業

環境の保全及び景観の維持・再生に関する事業
産業・文化を活かした国際交流の推進に関する事業

地域教育力の向上に関する事業
白馬高校の魅力づくりに関する事業

合計

商品
宿泊補助券
リフト券
白馬産米

特産品・村男Ⅲ世グッズ等
体験チケット・サマーグランプリ等

白馬国際トレイルラン参加権
合計

件数
1,211件
1,708件
3,456件
2,763件
165件
113件

9,416件

金額
30,001,907円
17,812,000円
17,280,000円
9,865,600円
848,700円
867,500円

76,675,707円

金額
22,434,000円

104,716,000円
5,872,000円
4,600,000円

15,000,000円
152,622,000円

実施事業
ジャンプ競技場改修事業、スキー選手育成事業等
登山道整備事業、塵芥処理事業等
産地づくり対策事業、海外観光客受入整備事業等
教育相談事業、ウイング21自主公演事業等
公営塾・教育寮運営、留学支援、講演会開催等

件数
1,072件
1,848件
185件
613件
430件

1,853件
6,001件

金額
59,606,001円
62,282,001円
5,440,000円

10,875,000円
15,517,500円
57,454,500円

211,175,002円

　寄附者に対する返礼品を提供していただける事業者を募集しています。詳しい要件等は白馬村行政ホームページをご覧ください。
　事業推進のための収入確保及び白馬ファン獲得のため、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。ご不明な点はお気軽にお問い合
わせください。
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「
住
宅
用
地（
1
月
1
日
現
在
に

居
住
の
用
に
供
す
る
住
宅
の
敷

地
）」に
つ
い
て
は
、課
税
標
準
の

特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

税
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
地
の
特
例
措
置
を
正

し
く
適
用
す
る
た
め
に
、土
地
や

家
屋
の
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
、「
住
宅
用
地
申
告
書
」に

よ
り
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

≪
例
≫

○�

住
宅
を
新
築
ま
た
は
増
築
し

た
場
合

○�

住
宅
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

取
り
壊
し
た
場
合

○�

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
の

用
途
を
変
更
し
た
場
合（
店
舗

を
住
宅
に
変
更
等
）

特
例
措
置
の
対
象
と
な
る

住
宅
用
地
と
は
…

　

住
宅
用
家
屋（
専
用
住
宅
・
ア

パ
ー
ト
等
）、旅
館
等
の
併
用
住

宅
家
屋（
居
住
部
分
の
割
合（
＝

居
住
部
分
の
床
面
積
／
家
屋
の

総
床
面
積
）�

が
1
/
4
以
上
）の

敷
地

特
例
措
置
の
対
象
外
と
な

る
非
住
宅
用
地
と
は
…

　
別
荘
・
業
務
用
家
屋（
事
務
所
・

工
場
）・
倉
庫
・
車
庫
の
敷
地

≪
注
意
事
項
≫

※�

申
告
期
限
：

　

�

申
告
が
必
要
と
な
る
事
由
が
生

じ
た
年
の
翌
年
の
１
月
31
日

　

�

ご
不
明
な
点
は
、税
務
課　

固

定
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

住
宅
用
地
に
関
す
る
申
告
に
つ
い
て

村
税・料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て

 

お
問
合
せ

	

白
馬
村
役
場
税
務
課	

電
話
：
8
5-

0
7
1
2

	

住
民
課	

電
話
：
8
5-

0
7
1
5

	

上
下
水
道
課	

電
話
：
8
5-

0
7
1
4

納付方法・納付場所
表中の納付方法及び納付場所で

お支払いができます。

村・県民税 国民健康
保険税 上下水道料金

現金払
（金融機関及び役場会計室） ○ ○ ○

現金払
（コンビニエンスストア） - - ○

口座振替 ○ ○ ○
クレジットカード
インターネット決済 ○ ○ -

 

6
月 

納
期
の
村
税
及
び
料
金

	

村
・
県
民
税	

第
1
期

	

国
民
健
康
保
険
税	

第
1
期

	

上
下
水
道
料
金	

6
月
請
求
分

7
2 月

納期限及び
口座振替日

お
問
合
せ　
白
馬
村
役
場
税
務
課　
　
電
話
：
8
5

−

0
7
1
2

入 

札 

結 

果

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
結
果

業務名 平成30年度白馬村学校給食センター
調理機器等購入業務

入札日 平成30年6月5日

場所 白馬村学校給食センター

落札者 日本調理機株式会社　長野営業所

落札決定額 33,912,000円

入札参加者

株式会社　リホーム白馬

日本調理機株式会社　長野営業所

株式会社マルゼン　長野営業所

株式会社アイホー　長野営業所

以下余白

業務名 平成30年度 白馬村図書館等
施設基本構想策定業務

審査日 平成30年6月6日

場所 白馬村大字北城7025番地

受託者 一般社団法人 日本カルチャー
デザイン研究所

選定方法 公募型プロポーザル方式
（審査基準に基づき審査）

契約額 ¥4,795,200（消費税含む）

参加者

一般財団法人長野経済研究所
一般社団法人 日本カルチャー
デザイン研究所
株式会社 KRC あづみの事務所

株式会社 倉橋建築計画事務所
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白
馬
村
役
場
建
設
課
で
は
、左
記
の
と
お
り
村
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

１
．公
募
す
る
村
営
住
宅

２
．募
集
日
程
お
よ
び
申
込
方
法

��

所
定
の
申
込
用
紙
を
、白
馬
村
役
場
建
設
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊�

申
込
用
紙
は
建
設
課
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。（
行
政
HP
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
能
で
す
。）

※�

注
意　

申
込
書
に
は
、入
居
希
望
の
方
全
員
の
住
民
票
、収
入
状
況
を
証
明
す
る
書
類
並

び
納
税
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．入
居
申
し
込
み
資
格

次
の
各
号
に
掲
げ
る
条
件
を
具
備
し
て
い
る
方
で
す
。

（
1
）一
定
の
基
準
以
下
の
所
得
で
あ
る
こ
と（
公
営
住
宅
法
施
行
令
第
6
条
）。

　
　
　
1
）�所
得
基
準　
1
5
8
，0
0
0
円
以
下（
そ
の
他
、扶
養
条
件
等
に
よ
り
金
額
が

変
わ
り
ま
す
）

（
2
）税
金
の
滞
納
を
し
て
い
な
い
こ
と
。

（
3
）現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
。

（
4
）暴
力
団
及
び
、そ
の
構
成
団
体
に
加
入
し
て
い
な
い
こ
と
。

村
営
住
宅
入
居
者
募
集

農
作
業
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す

～
地
域
み
ん
な
で
進
め
よ
う
　
農
作
業
安
全
～

　
長
野
県
内
で
は
、昨
年
農
作
業
に
係
る
死
亡
事
故
が
７
件
と
減
少
し
た
も
の
の
、

今
年
も
既
に
４
件
発
生
し
て
い
ま
す
。特
に
高
齢
者
や
不
慣
れ
な
方
に
よ
る
事

故
の
割
合
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。家
族
や
仲
間
同
士
で
互
い
に
声
を

掛
け
合
い
、安
全
に
作
業
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

●
事
故
防
止
の
た
め
の
注
意
点

　
ト
ラ
ク
タ
ー
は
走
行
中
の
転
倒
・
転
落
に
注
意
！

　
直
角
カ
ー
ブ
・
鋭
角
カ
ー
ブ
・
坂
道
走
行
・
狭
い
道
幅
・
草
む
ら
な
ど
で
は
ス
ピ
ー

ド
を
抑
え
ま
し
ょ
う
。

●
耕
耘
機
は
バ
ッ
ク
時
に
注
意
！

　
バ
ッ
ク
す
る
際
は
、必
ず
後
ろ
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
草
刈
機
は
不
安
定
姿
勢
と
飛
散
物
に
注
意
！

　

傾
斜
地
・
法
面
は
滑
り
や
す
い
の
で
、安
定
し
た
足
場
で
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

　
小
石
な
ど
の
飛
散
を
防
ぐ
た
め
、防
護
す
る
衣
服
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
下
草
焼
き
で
は
火
に
巻
か
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　�

公
道
で
の
農
機
事
故
は
安
全
確
認
と
予
防
対
策
で
防
げ
ま
す
！

● 

ご
存
知
で
し
た
か
？　
ト
ラ
ク
タ
ー
や
運
搬
車
な
ど
の
操
作
ミ
ス
が

転
落
・
横
転
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。　

　

農
林
水
産
省
の
最
新
の
調
査
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、農
作
業
中
の
事
故
で
亡
く

な
る
方
は
近
年
３
５
０
人
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。そ
の
死
亡
事
故
の
発
生

件
数
は
、一
般
交
通
事
故
の
約
５
倍
、建
設
業
の
約
３
倍
に
も
及
び
ま
す
。そ
れ

ら
の
ほ
と
ん
ど
が
不
注
意
や
、事
故
防
止
対
策
の
不
備
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま

す
。事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、農
機
操
作
時
の
安
全
確
認
と
事
故
予
防
対
策

の
見
直
し
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

お問合せ　白馬村役場　建設課　電話：85-0724

 お問合せ 農林水産省　警察庁　JA 共済　　
  長野県農作業安全推進会議　電話：026-235-7243

所
在
地

団
地
名

間
取

家
賃

募
集
戸
数

募
集
す
る

部
屋
の
番
号

神
城
1
1
6
9
8

番
地
1

三
日
市
場

団
地

3
Ｄ
Ｋ

1
4
，1
0
0
〜

2
1
，0
0
0
円

1
棟

1
戸

A
︲
2

○
犬
、猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止
で
す（
盲
導
犬
等
を
除
く
）。

入
居
申
込
受
付
期
間

6
／
20（
水
曜
日
）〜
7
／
4（
水
曜
日
）

※
土
日
は
除
く

受
付
期
間
：
8
時
30
分
〜
17
時

白
馬
村
役
場
建
設
課
窓
口

抽
選
会
及
び

入
居
説
明
会

7
／
12（
木
曜
日
）18
時
30
分
〜　
　

白
馬
村
役
場

2
0
1・2
0
2
会
議
室

※�

代
理
の
方
の
出
席
も
可
能
で
す

入
居
手
続
き
期
間

7
／
17（
火
曜
日
）〜
7
／
23（
月
曜
日
）

※
土
日
は
除
く

白
馬
村
役
場
建
設
課
窓
口

・保
証
人
関
係
書
類
の
提
出�（
入
居
誓
約
書
、保
証
人
確
認
書
）

・敷
金
納
入（
家
賃
3
か
月
分
）

入
居
可
能
日（
鍵
渡
し
）
入
居
手
続
き
完
了
か
ら
2
日
後
〜

こ
の
日
以
降
、家
賃
が
か
か
り
ま
す

10



     
     

     

お問合せ　白馬村教育委員会　生涯学習スポーツ課　電話：85-0738

　

村
で
は
、集
落
支
援
員
と
協
力

の
う
え
、行
政
区（
自
治
会
）課
題

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

Q
：
白
馬
村

　

白
馬
村
に
は
行
政
区（
自
治
会
）

が
30
地
区
あ
り
ま
す
。
行
政
区
は

任
意
団
体
で
す
が
、共
益
施
設
で

あ
る
防
犯
灯
等
は
区
が
設
置
し
、

管
理
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

共
益
施
設
に
つ
い
て
は
、区
未

加
入
者
も
恩
恵
を
受
け
て
お
り
、

区
加
入
者
の
み
が
負
担
し
て
い
る

こ
と
は
不
公
平
で
あ
る
と
の
意
見

が
あ
り
ま
す
。
区
未
加
入
者
か
ら

共
益
施
設
費
を
徴
収
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
判
例
が

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
：
町
村
会
弁
護
士

　

自
治
会
問
題
は
、明
確
な
法
律

定
義
な
く
難
し
い
問
題
で
す
。相

談
に
近
い
内
容
の
判
例
は
過
去
に

2
つ
あ
り
ま
し
た
。

①�

別
荘
地
内
に
あ
る
自
治
会（
権

利
能
力
の
な
い
社
団
）が
非
会

員
に
対
し
、自
治
会
費
と
共
有

施
設
費（
給
水
ポ
ン
プ
、防
犯
灯
）

の
支
払
い
を
求
め
た
訴
え
に
対

し
、共
有
施
設
費
の
み
の
支
払

い
を
認
め
た
判
例
。

②�

自
治
会（
権
利
能
力
の
な
い
社

団
）が
分
裂
し
、所
有
財
産
の
帰

属
問
題
を
扱
っ
た
事
例
。
旧
自

治
会
が
設
置
し
た
防
犯
灯
の
電

気
料
金
等
を
新
自
治
会
に
対
し
、

世
帯
数
で
の
支
払
い
を
求
め
た

判
例
。

　

�

民
法
7
0
3
条
の
不
当
利
得
を

基
に
、防
犯
灯
事
業
は
周
辺
住

人
が
便
益
を
享
受
す
る
た
め
、

支
払
い
を
認
め
た
。

民
法
　
第
7
0
3
条

（
不
当
利
得
の
返
還
義
務
）

法
律
上
の
原
因
な
く
他
人
の
財
産

又
は
労
務
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
、

そ
の
た
め
に
他
人
に
損
失
を
及
ぼ

し
た
者（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て

「
受
益
者
」と
い
う
。）は
、そ
の
利

益
の
存
す
る
限
度
に
お
い
て
、こ

れ
を
返
還
す
る
義
務
を
負
う
。

　

村
で
は
、白
馬
村
環
境
審
議
会
の
答
申
を

踏
ま
え
大
規
模
開
発
基
準
を
改
定
し
ま
し
た
。

内
容
に
つ
い
て
は
平
成
30
年
3
月
号
広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、個
別
事
項
の
状
況
、

改
定
の
背
景
に
つ
い
て
、数
回
に
分
け
お
知

ら
せ
し
ま
す
。今
月
号
は
、分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
で
す
。

○
改
定
前

　
経
営
管
理
が
明
確
で
あ
り
、か
つ
、通
年
営

業
す
る
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
ホ
テ
ル
で
あ
る
こ

と
。定
住
が
促
進
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

○
改
定
後（
平
成
30
年
4
月
～
）

　
延
床
面
積
3
，0
0
0
㎡
以
上
、若
し
く
は

10
戸
以
上
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
。誘
客
が
促

進
さ
れ
る
区
分
所
有
ホ
テ
ル（
分
譲
区
分
ご

と
の
所
有
者
と
賃
貸
契
約
を
結
ぶ
方
式
の
ホ

テ
ル
）で
あ
り
、か
つ
、管
理
体
制
が
明
確
で

あ
る
こ
と
。

○
改
定
の
背
景

　
建
物
の
面
積
基
準
が
な
い
た
め
基
準
を
研

究
さ
れ
た
い
旨
、環
境
審
議
会
か
ら
意
見
あ
っ

た
こ
と
、コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
ホ
テ
ル
の
定
義

が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
等
の
理

由
に
よ
り
、言
葉
の
見
直
し
、面
積
基
準
と
部

屋
数
基
準
を
設
け
ま
し
た
。

行
政
区（
自
治
会
）未
加
入
者
に
対
す
る
共
益
費

（
防
犯
灯
等
）に
つ
い
て
弁
護
士
に
相
談
し
ま
し
た
。

シ
リ
ー
ズ
　
白
馬
村
の
大
規
模
開

発
基
準
改
定（
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
）

に
つ
い
て

お問合せ　白馬村役場　総務課企画調整係　電話：72-7002

大
町
市
の
鹿
島
槍
ヶ
岳
の
カ
ク
ネ
里
雪
渓

が
氷
河
と
認
定
さ
れ
、こ
の
調
査
を
通
じ
て

白
馬
村
に
も
氷
河
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
白

馬
村
で
も
氷
河
と
認
定
さ
れ
れ
ば
観
光
資
源

と
し
て
期
待
で
き
る
た
め
唐
松
沢
雪
渓
の
調

査
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

さ
て
氷
河
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

高
い
山
の
山
頂
付
近
や
谷
間
で
、冬
に
積

も
っ
た
雪
が
夏
に
融
け
き
ら
ず
に
残
る
雪
の

こ
と
を「
万
年
雪
」と
呼
び
ま
す
。
こ
の
万
年

雪
が
長
年
存
在
し
続
け
、雪
の
重
み
で
下
の

雪
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
、氷
の
塊「
氷
体
」が
で

き
ま
す
。
氷
体
は
厚
さ
30
ｍ
近
く
ま
で
成
長

す
る
と
ゆ
っ
く
り
と
谷
や
斜
面
を
流
れ
は
じ

め
ま
す
。
こ
の
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
氷
体
の

こ
と
を「
氷
河
」と
呼
び
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、ド
ロ
ー
ン
や
セ
ス
ナ
、ア
イ

ス
レ
ー
ダ
ー
、高
性
能
Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
を
使
っ
て
、

新
潟
大
学
と
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
が

行
い
ま
す
。
調
査
期
間
は
６
月
か
ら
10
月
頃

ま
で
に
現
地
調
査
を
行
い
、そ
の
あ
と
調
査

結
果
の
解
析
を
行
い
ま
す
。

氷
河
と
認
定
さ
れ
れ
ば
県
内
２
番
目
、国
内
７

番
目
の
認
定
と
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、白
馬
大
雪
渓
は
過
去
に
北
海
道
大

学
・
新
潟
大
学
を
中
心
と
す
る
研
究
チ
ー
ム
が
調

査
し
ま
し
た
が
、氷
体
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
回
の
唐
松
沢
雪
渓
に
期
待
し
ま
す
。

唐
松
沢
雪
渓
の
氷
河
認
定
の
た
め

の
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。

お問合せ　白馬村役場　総務課企画調整係　電話：72-7002
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5
月
の
水
防
月
間
に
合
わ
せ
て
毎
年
開

催
し
て
い
る
水
防
訓
練
が
、ウ
イ
ン
グ
21

ホ
ー
ル
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
大
町
建
設
事
務
所
の
矢
口
技

術
専
門
員
等
を
講
師
に
、水
防
活
動
に
つ

い
て
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、実
際

の
活
動
現
場
で
使
用
す
る
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

の
実
技
講
習
も
行
わ
れ
、講
師
の
手
順
に

従
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
団
員
が「
も
や

い
結
び
」な
ど
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
践

し
ま
し
た
。

５
月
31
日
に
ス
ノ
ー
ハ
ー
プ
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場
に
て
大

北
地
区
森
林
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
早
朝
の
悪
天
候
に
よ
り
一
時
は

屋
外
で
の
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、そ
の
後
天
候
は
回
復
し
、

３
２
０
名
の
参
加
者
に
よ
り
２
９
８
本
の
苗
木
が
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
北
野
建
設
ス
キ
ー
部
の
皆
さ
ん
や
白
馬
村
内
小
学
校
の

生
徒
た
ち
が
植
栽
作
業
に
よ
る
交
流
を
通
し
て
、緑
や
森
林
が
果
た

し
て
い
る
役
割
や
働
き
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
、水
辺
で
遊
ぶ
の
が
楽
し
い
季

節
で
す
が
、水
辺
の
事
故
に
も
気
を
付
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
昨
年
夏
期
に
お
け
る
子
供
の
水
辺
の

事
故
の
主
な
発
生
場
所
の
１
位
は「
河
川（
50
％
）」、

２
位
は「
海（
28
・
6
％
）」と
な
っ
て
お
り
、行
為
別

の
事
故
発
生
の
１
位
は
、「
水
遊
び（
50
％
）」で
、次

い
で「
魚
と
り
・
釣
り（
28
・
6
％
）」と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
辺
の
事
故
は
毎
年
1
4
0
0
件
を
超
え
、特
に
夏
休
み
期
間
と
な

る
7
月
～
8
月
は
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、水
辺
の
活
動
は
、自
然
環
境
へ
の
興
味
関
心
が
高

ま
り
、五
感
を
強
く
刺
激
す
る
こ
と
に
よ
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
も

あ
る
な
ど
高
い
教
育
効
果
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

“
危
険
だ
か
ら
”と
水
辺
か
ら
遠
ざ
け
る
の
で
は
な
く
、子
供
た
ち

自
身
が「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」意
識
と
技
能
を
身
に
つ
け
、様
々

な
活
動
を
通
じ
て「
生
き
る
力
」を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
な
経

験
と
い
え
ま
す
。

安
全
に
水
辺
の
活
動
を
楽
し
む
た
め
に
…

〇
水
辺
に
遊
び
に
行
く
前
に「
天
気
予
報
を
確
認
」

〇
水
辺
で
遊
ぶ
と
き
は「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
」

〇
水
辺
で
遊
ぶ
と
き
は「
一
人
で
行
か
ず
グ
ル
ー
プ
で
」

〇
溺
れ
て
い
る
人
を
見
つ
け
た
ら「
飛
び
込
ま
ず
助
け
を
呼
ぶ
」

〇
水
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
ら「
あ
わ
て
ず
、浮
い
て
助
け
を
待
つ
」

　
各
家
庭
で
ル
ー
ル
を
決
め
、安
全
に
水
辺
の
活
動
を
楽
し
む
よ
う

に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

水
辺
の
安
全
教
室
開
催
に
つ
い
て

　
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
で
は
、定
期
的
に「
水
辺
の
安
全
教
室
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、Ｂ
&
Ｇ
プ
ー
ル（
TEL
7
2
‐
5
6
6
5
）に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

白
馬
村
消
防
団
水
防
訓
練

平
成
30
年
度
　
大
北
地
区
森
林
祭

水
辺
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

お
問
合
せ
　
白
馬
村
役
場

　
総
務
課
防
災
担
当

　
電
話
：
7
2
‐
7
0
0
2

お
問
合
せ

　
白
馬
村
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
　
電
話：8
5
‐
0
7
3
8

はくば6月.indd   13 H30/06/08   18:14

夏
の
交
通
安
全
や
ま
び
こ
運
動
が

始
ま
り
ま
す

特
定
計
量
器
定
期
検
査
　

実
施
の
お
知
ら
せ

　

夏
休
み
の
時
期
を
迎
え
、普
段
と
生
活
リ
ズ
ム
が
変
わ
り
外
出
の
機
会
が
増
え
る
子

供
や
、交
通
事
故
死
者
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
を
保
護
す

る
た
め
に
、全
て
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
、交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
呼
び
か
け
、交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、次
の
と
お

り
夏
の
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
期　
　
　
間　
　
平
成
30
年
7
月
22
日（
日
曜
日
）〜
7
月
31
日（
火
曜
日
）

○
ス
ロ
ー
ガ
ン　
　
「
思
い
や
り　
乗
せ
て
信
濃
路　
咲
く
笑
顔
」	

○
運
動
の
重
点　
　
【
基
本
】「
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

　【
重
　
点
】

　
　
○
通
学
路・生
活
道
路
の
安
全
確
保
と
歩
行
者
保
護
の
徹
底

　
　
○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　
　
○
飲
酒
運
転
等
の
根
絶

　
　
○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　
　
※
特
に
自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底

　【
自
転
車
安
全
利
用
五
則
】

　
　
1
．自
転
車
は
、車
道
が
原
則
、歩
道
は
例
外

　
　
２
．車
道
は
、左
側
を
通
行

　
　
３
．歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、車
道
寄
り
を
徐
行

　
　
４
．安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　
　
　
　
○
飲
酒
運
転・二
人
乗
り・並
進
の
禁
止

　
　
　
　
○
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

　
　
　
　
○
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停
止・安
全
確
認

　
　
５
．子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　

商
品
の
売
買
や
各
種
の
証
明
行
為
に
使
用

す
る「
は
か
り
」を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
は
、2
年

に
1
回
の
定
期
検
査
の
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

今
年
度
白
馬
村
で
は
、左
記
の
日
程
で
定
期

検
査
を
行
い
ま
す
。検
査
の
対
象
を
と
な
る「
は

か
り
」を
お
持
ち
の
方
※
は「
は
か
り
」と
検
査

手
数
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
検
査
対
象
と
な
る「
は
か
り
」を
お
持
ち
の
方

　

前
回（
平
成
28
年
度
）検
査
を
受
け
た
実
績

の
あ
る
方
に
は
、別
途
個
別
に
通
知
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、ご
使
用
中
の「
は
か
り
」が
検
査
対
象

か
ど
う
か
確
認
し
た
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
日
時
：
平
成
30
年
7
月
5
日（
木
曜
日
）　

　
午
後
1
時
30
分
か
ら
午
後
3
時
ま
で

　
◆
場
所
：
白
馬
村
多
目
的
研
修
施
設
入
口

　
（
白
馬
村
役
場
横
の
多
目
的
ホ
ー
ル
入
口
）

 お問合せ 白馬村役場　観光課　電話：85-0722
  長野県計量検査所　　電話：0263-47-4006

お問合せ　白馬村役場　建設課　電話：85-0724

工事等による交通規制の状況をお知らせします
ご迷惑をお掛けしますが、ご理解、ご協力をお願いします。

路線 区域 規制内容 規制終了予定日 規制時間 迂回路
村道 3106号線 白馬町区（デリシア付近） 車両通行止め 平成 30年 10月 5日 終日 無
村道 2039号線 飯田区（大和出踏切の東西） 車両通行止め 平成 30年 10月 5日 終日 有
村道 2104号線 みそら野区（ロッジXEBEC付近） 片側通行止め 平成 30年 6月 30日 8:00 〜 18:00
村道 0101号線 内山区（集落南側） 片側通行止め 平成 30年 6月 29日 7:00 〜 18:00
村道 3110号線 白馬町区（西山建築倉庫付近） 片側通行止め 平成 30年 6月 30日 終日

交通規制一覧表 ※この他にも小規模・短期間のものが発生することがあります
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5
月
の
水
防
月
間
に
合
わ
せ
て
毎
年
開

催
し
て
い
る
水
防
訓
練
が
、ウ
イ
ン
グ
21

ホ
ー
ル
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
大
町
建
設
事
務
所
の
矢
口
技

術
専
門
員
等
を
講
師
に
、水
防
活
動
に
つ

い
て
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、実
際

の
活
動
現
場
で
使
用
す
る
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

の
実
技
講
習
も
行
わ
れ
、講
師
の
手
順
に

従
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
団
員
が「
も
や

い
結
び
」な
ど
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
践

し
ま
し
た
。

５
月
31
日
に
ス
ノ
ー
ハ
ー
プ
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場
に
て
大

北
地
区
森
林
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
早
朝
の
悪
天
候
に
よ
り
一
時
は

屋
外
で
の
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、そ
の
後
天
候
は
回
復
し
、

３
２
０
名
の
参
加
者
に
よ
り
２
９
８
本
の
苗
木
が
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
北
野
建
設
ス
キ
ー
部
の
皆
さ
ん
や
白
馬
村
内
小
学
校
の

生
徒
た
ち
が
植
栽
作
業
に
よ
る
交
流
を
通
し
て
、緑
や
森
林
が
果
た

し
て
い
る
役
割
や
働
き
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
、水
辺
で
遊
ぶ
の
が
楽
し
い
季

節
で
す
が
、水
辺
の
事
故
に
も
気
を
付
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
昨
年
夏
期
に
お
け
る
子
供
の
水
辺
の

事
故
の
主
な
発
生
場
所
の
１
位
は「
河
川（
50
％
）」、

２
位
は「
海（
28
・
6
％
）」と
な
っ
て
お
り
、行
為
別

の
事
故
発
生
の
１
位
は
、「
水
遊
び（
50
％
）」で
、次

い
で「
魚
と
り
・
釣
り（
28
・
6
％
）」と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
辺
の
事
故
は
毎
年
1
4
0
0
件
を
超
え
、特
に
夏
休
み
期
間
と
な

る
7
月
～
8
月
は
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、水
辺
の
活
動
は
、自
然
環
境
へ
の
興
味
関
心
が
高

ま
り
、五
感
を
強
く
刺
激
す
る
こ
と
に
よ
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
も

あ
る
な
ど
高
い
教
育
効
果
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

“
危
険
だ
か
ら
”と
水
辺
か
ら
遠
ざ
け
る
の
で
は
な
く
、子
供
た
ち

自
身
が「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」意
識
と
技
能
を
身
に
つ
け
、様
々

な
活
動
を
通
じ
て「
生
き
る
力
」を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
な
経

験
と
い
え
ま
す
。

安
全
に
水
辺
の
活
動
を
楽
し
む
た
め
に
…

〇
水
辺
に
遊
び
に
行
く
前
に「
天
気
予
報
を
確
認
」

〇
水
辺
で
遊
ぶ
と
き
は「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
」

〇
水
辺
で
遊
ぶ
と
き
は「
一
人
で
行
か
ず
グ
ル
ー
プ
で
」

〇
溺
れ
て
い
る
人
を
見
つ
け
た
ら「
飛
び
込
ま
ず
助
け
を
呼
ぶ
」

〇
水
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
ら「
あ
わ
て
ず
、浮
い
て
助
け
を
待
つ
」

　
各
家
庭
で
ル
ー
ル
を
決
め
、安
全
に
水
辺
の
活
動
を
楽
し
む
よ
う

に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

水
辺
の
安
全
教
室
開
催
に
つ
い
て

　
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
で
は
、定
期
的
に「
水
辺
の
安
全
教
室
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、Ｂ
&
Ｇ
プ
ー
ル（
TEL
7
2
‐
5
6
6
5
）に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

白
馬
村
消
防
団
水
防
訓
練

平
成
30
年
度
　
大
北
地
区
森
林
祭

水
辺
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

お
問
合
せ
　
白
馬
村
役
場

　
総
務
課
防
災
担
当

　
電
話
：
7
2
‐
7
0
0
2

お
問
合
せ

　
白
馬
村
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
　
電
話：8
5
‐
0
7
3
8

はくば6月.indd   13 H30/06/08   18:14
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5
月
10
・
11
日

の
2
日
間
、
白

馬
南
小
学
校
6

学
年
児
童
が
、

河
津
東
小
学
校

児
童
と
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

両
校
は
、
毎
年

1
月
に
河
津
東

小
の
児
童
が
白

馬
村
で
ス
キ
ー

交
流
を
行
い
、

5
月
に
は
白
馬

村
か
ら
河
津
町

へ
交
流
に
伺
っ

て
い
ま
す
。

児
童
ら
は
、

ベ
ロ
バ
海
岸
に

て
シ
ョ
ウ
ジ
ン
ガ
ニ
を
捕
る「
カ
ニ
引
き
」に
挑
戦
し
ま

し
た
。「
カ
ニ
引
き
」は
、竹
ざ
お
の
先
に
イ
カ
や
魚
の
あ

ら
を
付
け
て
行
い
ま
す
。
南
小
児
童
は
、河
津
東
小
児
童

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

今
年
1
月
の
ス
キ
ー
交
流
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

よ
り
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
、交
流
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
児
童
ら
に
と
っ
て
は
残
念
な
結
果
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、今
回
の
交
流
で
は
そ
の
分
を
取
り
戻
す

ほ
ど
仲
睦
ま
じ
い
交
流
が
図
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
5
月
15
日
に
信
州
大
学
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、連
携
協
議
会

を
実
施
し
、地
方
創
生
実
現
に
向
け
、ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

○
白
馬
村
か
ら
の
提
案
事
業

　
①
白
馬
村
地
域
公
共
交
通
網
計
画
策
定
事
業

　
②
白
馬
村
景
観
計
画
策
定
事
業

　
③�

P
B
L
学
習
に
関
す
る
共
同
研
究
事
業（
白
馬
高
校
に
関
す
る
高
大
連
携

事
業
）

　
④
議
員
研
修
事
業

　
⑤�

奈
良
井
地
域（
９
ha
）で
の
学
術
的

価
値
の
評
価
事
業

○
信
州
大
学
か
ら
の
提
案

　
①�

観
光
庁「
産
学
連
携
に
よ
る
観
光
産

業
の
中
核
人
材
育
成
・
強
化
事
業

（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
人
材

育
成
事
業
）

　
②�

Z
E
H（
ゼ
ロ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
）

白
馬
モ
デ
ル
仕
様
策
定
事
業

　
③�

2
0
1
4
年
長
野
県
神
城
断
層
地

震
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
と
そ

の
利
活
用
に
関
す
る
研
究
事
業

　
　��

特
に
、白
馬
高
校
に
関
す
る
高
大
連

携
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

人
材
育
成
事
業
に
つ
い
て
は
、今
年

度
か
ら
の
実
現
に
向
け
議
論
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は

「
犯
罪
や
非
行

を
防
止
し
、
立

ち
直
り
を
支
え

る
地
域
の
チ
カ

ラ
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
毎
年

小
谷
村
と
交
互

開
催
を
し
て
い
る
も
の
で
、本
年
度
は

薬
物
依
存
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、大
勢
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
、杉
田
光
央
さ
ん
の
歌
を
交

え
た
講
演
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
７
月
３
日（
火
曜
日
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

場
所
　
ウ
イ
ン
グ
21
文
化
ホ
ー
ル

講
演
　
一
般
社
団
法
人
　
長
野
ダ
ル
ク

　
　
　
薬
物
依
存
か
ら
の
脱
却

　
　
　�

～
更
正
施
設「
長
野
ダ
ル
ク
」の

取
り
組
み
～

白
馬
南
小
6
年
生
と
河
津
町
・

河
津
東
小
と
の
児
童
交
流

第
１
回
　
信
州
大
学
と
白
馬
村
と
の

連
携
協
議
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
68
回
社
会
を

�

明
る
く
す
る
運
動

白
馬
・
小
谷
地
区
推
進
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

お
問
合
せ

　
白
馬
村
役
場
住
民
課
住
民
係

　
電
話
：
8
5
‐
0
7
1
5

お
問
合
せ
　
白
馬
村
役
場
総
務
課
企
画
調
整
係
　
電
話
：
7
2
‐
7
0
0
2

はくば6月.indd   14 H30/06/08   18:14
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5
月
1
日
付
け
で
3
人
目
の
集
落
支
援
員

と
し
て
採
用
さ
れ
た
渡
邉
宏
で
す
。
千
葉
県
人

と
秋
田
県
人
と
の
間
に
生
ま
れ
た（
自
称
）ハ
ー

フ
で
、千
葉
県
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

初
め
て
白
馬
村
を
訪
れ
た
の
は
18
歳
の
時
、

友
人
が
見
つ
け
て
き
た
学
生
村
に
来
て
以
来
、

白
馬
が
大
好
き
に
な
り
毎
年
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

私
は
I
タ
ー
ン
、妻
は
U
タ
ー
ン
で
白
馬

村
に
移
住
し
13
年
に
な
り
ま
す
が
、暖
か
く
迎

え
入
れ
て
く
れ
た
白
馬（
特
に
地
区
の
人
た
ち
）

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
区
長
も
任

せ
ら
れ
、地
区
の
た
め
に
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、同
時
に
そ
の
責
任
の
重
さ

も
感
じ
て
い
ま
す
。

大
好
き
な
白
馬
村
や
地
区
の
た
め
に
何
か

で
き
な
い
か
と
考
え
た
時
に
集
落
支
援
員
募

集
の
話
を
聞
き
、す
ぐ
に
応
募
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
何
を
す
る
の
か
は
手
探
り
で
す
が
、

各
地
区
の
皆
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
、で
き
る
こ

と
は
な
ん
で
の
お
手
伝
い
し
、お
役
に
立
て
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、各
地
区
を
廻
り
ま
す
の
で
、お
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
集
落
支
援
員
／
渡
邉
宏
）

地
域
に
つ
い
て
学
び
、愛
着
を
深
め
る
こ
と
で
、地
域
で

生
ま
れ
育
っ
た
若
者
や
村
内
に
在
住
し
て
い
る
方
の
地
域
へ

の
定
着
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、地
域
に
存
在
す

る
有
形
・
無
形
の
文
化
財
や
事
柄
に
つ
い
て
の
記
事
を
作
成

し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
百
科
事
典
で
あ
る
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
に
投
稿
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

歩
い
て
調
べ
た
白
馬
村
の
魅
力
を
、自
分
の
手
で
ウ
ィ
キ

ペ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
・
会
場

　
７
月
14
日（
土
曜
日
）　
９
時
～
17
時

　
ヤ
フ
ー
白
馬
ベ
ー
ス（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
）

■
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
予
定
）

　
午
前
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
講
義

　�

午
後
：
ま
ち
歩
き
、文
献
調
査
、記
事
の
作
成
・
投
稿
、成
果

発
表

■
定
員

　
30
名
程
度（
要
申
込
・
先
着
順
）

■
主
催
・
共
催

　�

北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
、県
立
長
野
図
書
館
、白
馬
村
、

白
馬
村
教
育
委
員
会

■
お
問
合
せ
・
お
申
込
み

　・�

北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局�

企
画
振
興
課

�

電
話
：
２
３
‐
6
5
0
1

・
白
馬
村
役
場
　
総
務
課�

電
話
：
７
２
‐
7
0
0
2

＊�

詳
し
く
は
北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
ま
た
は
白
馬
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
ん
に
ち
は
、藤
本
で
す
。
最
近
は
6
月
の
消
防
操
法
大
会
に
向
け
て
、

毎
朝
4
時
起
き
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
ポ
ン
プ
車
の
3
番
員
で
朝
か
ら
走

り
回
る
の
で
、身
体
が
と
て
も
し
ん
ど
い
で
す
。。。

先
月
は
塩
の
道
祭
り
に
白
馬
町
区
で
参
加
し
、商
人
？
の
格
好
で
落
倉

か
ら
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
ま
で
歩
き
ま
し
た
。
か
な
り
歩
き
ま
し
た
が
、

途
中
途
中
で
た
く
さ
ん
ふ
る
ま
い
を
頂
い
た
の
で
、到
着
す
る
頃
に
は
お

腹
が
パ
ン
パ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
誰
で
も
参
加
で
き
る
よ
い
イ
ベ
ン
ト
な

の
で
、い
っ
そ
コ
ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
売
り
出
せ
ば
よ
い
の
で
は
と

思
い
ま
し
た
。

新
年
度
の
施
策
も
だ
ん
だ
ん
と
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
公
共
交
通
の
見

直
し
や
新
図
書
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、検
討
委
員
会
や
有
識
者
会
議
の

開
催
に
向
け
た
準
備
が
庁
内
で
進
ん
で
い
ま
す
。
企
業
か
ら
支
援
を
頂
い

て
村
の
取
り
組
み
を
進
め
る
べ
く
、企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
検
討
も
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、先
日
は
、白
馬
の
こ
れ
か
ら
の
観
光
施
策
と
そ
の
裏

付
け
と
な
る
財
源
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、観
光
振
興
の
た
め

の
財
源
確
保
検
討
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、す
ぐ
に

結
果
が
出
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、地
道
に
、確
実
に
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

6
月
は
操
法
大
会
と
、白
馬
で
始
め
て
開
か
れ
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
レ
ー

ス（
A
d
v
e
n
t
u
r
e�

R
a
c
e�
i
n�

N
a
g
a
n
o
）に
参
加
す

る
予
定
で
す
。
身
体
を
犠
牲
に
す
る
ス
タ
イ
ル
が
そ
ろ
そ
ろ
辛
く
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、頑
張
り
ま
す
。

集
落
支
援
員
の

�

渡
邉
宏
で
す
。

「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
タ
ウ
ン

in
白
馬
村
」を
開
催
し
ま
す

藤
本
元
太
白
馬
を
走
る
！
№
9

塩の道祭り（白馬町のメンバー）

はくば6月.indd   15 H30/06/08   18:15
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主な会場

白馬五竜高山植物園　
栂池自然園
白馬岩岳マウンテンリゾート
八方尾根自然研究路
姫川源流自然探勝園〈姫川源流・親海湿原〉
Hakuba47あじさいの小径
木流し川　詩の小徑
白馬せせらぎの里
白馬大雪渓
白馬コルチナイングリシュガーデン
北尾根高原
白馬森のわさび農園

イベントの詳細は「白馬花三昧」で検索、白馬花三昧の特設サイト（http://www.vill.hakuba.nagano.jp/privilege/hanazanmai/）をご覧い
ただくか、白馬村観光局までお問合せください。

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
競
技
が
行
わ
れ
た
会
場
で
も
あ

る
ス
ノ
ー
ハ
ー
プ
に
て
、第
21
回
と
な

る
白
馬
ス
ノ
ー
ハ
ー
プ
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、村
内
外
の
方
々
に
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
と
神
城
の
観
光
協

会
、区
長
、旅
館
業
組
合
等
の
有
志
ら
で

始
ま
り
、毎
年
2
，0
0
0
人
を
超
え
る

参
加
者
を
迎
え
る
白
馬
の
初
夏
を
飾
る

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
屋
台
も
出
店
さ
れ
ま
す
の
で
、選
手
の
応
援
に
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

毎
年
恒
例
の「
白
馬
A
l
p
s

花
三
昧
2
0
1
8
」が
7
月
1
日

（
日
曜
日
）～
8
月
31
日（
金
曜
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
期

間
は
ス
キ
ー
場
や
自
然
園
な
ど

が
花
の
見
ご
ろ
を
迎
え
、め
ず
ら
し
い
花
や
心
の
こ
も
っ
た

お
も
て
な
し
で
皆
さ
ま
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

各
観
光
地
で
は「
花
」を
満
喫
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
る
他
、村
内
観
光
地
を
巡
る「
花
三
昧
バ
ス
」の
運
行
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
ピ
ン
バ
ッ
ジ
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
地
元
の
有
志
に
よ
り
、
エ
デ
ィ
ブ

ル
フ
ラ
ワ
ー（
食
べ
ら
れ
る
花
）で
鮮
や
か
に
彩
ら
れ
た

「
花
ご
は
ん
」を
提
供
す
る『「
花
ご
は
ん
」で
楽
し
む
白
馬

A
l
p
s
花
三
昧
・
2
0
1
8
』と
い
う
企
画
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。「
花
ご
は
ん
」の
提
供
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
企

業
の
皆
さ
ま
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。「
花
ご
は
ん
」に
関
す

る
お
問
合
せ
も
白
馬
村
観
光
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

白
馬
村
の
自
然
と
美
し
い
花
を
堪
能
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

大
勢
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
心
よ
り
も
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

白
馬
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場（
ス

ノ
ー
ハ
ー
プ
内
）「
内
山
ホ
タ
ル
の
里
」周

辺
に
て
、ホ
タ
ル
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

観
察
会
の
期
間
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。
ま
た
、ホ
タ
ル
保
護
の
た
め
の
協
力

金
と
し
て
、お
一
人
様
1
0
0
円（
高
校

生
以
下
不
要
）の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

期
間
　
平
成
30
年
6
月
23
日（
土
曜
日
）

　
　
　
か
ら
7
月
8
日（
日
曜
日
）

　
　
　��（
飛
翔
状
況
に
よ
り
延
長
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。）

時
間
　
19
時
30
分
～
21
時
00
分
ま
で

　
　
　（
受
付
20
時
45
分
ま
で
）

※�

ホ
タ
ル
保
護
の

た
め
、
期
間
外

と
21
時
以
降
の

ご
入
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

第
21
回
白
馬
ス
ノ
ー
ハ
ー
プ
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
大
会

白
馬
A
l
p
s
花
三
昧
　
2
0
1
8

夏
の
白
馬
は
花
で
い
っ
ぱ
い
！

ホ
タ
ル
観
察
会
の

開
催
に
つ
い
て

お問合せ　白馬村観光局　電話：0261-72-7100

【
会
　
場
】�　
白
馬
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場（
ス
ノ
ー
ハ
ー
プ
）

【
開
会
式
】　�

7
月
21
日（
土
曜
日
）13
時
～

種目 スタート

7月21日
（土曜日）

小学生駅伝 1.5㎞×6人 14:00

中学生駅伝 1.5㎞×6人 15:00

一般駅伝 4㎞×4人 15:40

7月22日
（日曜日）

一般 8㎞、12㎞ 8:30

ペア 1㎞ 10:00

小学生1・2年生 1㎞ 10:10

小学生3・4年生男子 1㎞ 10:20

小学生3・4年生女子 1.5㎞ 10:30

小学生5・6年生男子 1.5㎞ 10:40

小学生5・6年生女子 1.5㎞ 10:50

中学生 4㎞ 11:00

高校生 4㎞ 11:20

一般 4㎞ 11:20

お
問
合
せ

　
内
山
21
会
　
ホ
タ
ル
事
務
局

　
電
話：0
9
0
‐
8
3
2
9
‐
6
4
2
4

はくば6月.indd   16 H30/06/08   18:15



17

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

毎
年
6
月
に「
現
況
届
」を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
出
は
、6
月
1
日

現
在
に
お
け
る
養
育
状
況
を
記
載
し
て
い

た
だ
き
、児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

受
給
者
の
皆
さ
ん
で
、
現
況
届
の
手
続

き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ

い
。
こ
の
届
出
を
さ
れ
な
い
と
、6
月
分
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●�

届
出
場
所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
3
階

　
白
馬
村
教
育
委
員
会
子
育
て
支
援
課

●
必
要
な
も
の

　
○�「
児
童
手
当
現
況
届
」用
紙
　
※
お
持

ち
で
な
い
方
は
窓
口
で
再
発
行
し
ま

す
。

　
○
印
鑑（
認
印
）

　
○�

受
給
者（
保
護
者
）の
健
康
保
険
証
の

コ
ピ
ー
　

　
○�

平
成
30
年
1
月
2
日
以
降
白
馬
村
に

転
入
さ
れ
た
方
は
、前
市
町
村
役
場
発

行
の
平
成
30
年
度（
平
成
29
年
分
所

得
）児
童
手
当
用
の
所
得
証
明
書

　
○�

児
童
が
白
馬
村
以
外
に
別
居
し
て
い

る
方
は
、児
童
の
世
帯
全
員
記
載
の
住

民
票

　
○�

そ
の
他
、別
に
書
類
が
必
要
な
方
も
あ

り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
子
育
て
支
援

課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
に
役
立
つ
様
々
な
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
か
ら「
な
か
よ
し
広
場
」の
お
話
で
す
。

未
就
園
の
お
子
さ
ん
が
集
う
な
か
よ
し
広
場
に
は
、火
曜
日
開

催
の
1
歳
児
、水
曜
日
開
催
の
0
歳
児（
生
後
0
ヶ
月
～
24
ヶ
月

児
）、そ
し
て
木
曜
日
開
催
の
2
・
3
歳
児
の
な
か
よ
し
広
場
が
あ

り
ま
す
。

今
回
は
木
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
、2
・
3
歳
児
の
な
か
よ
し

広
場
の
様
子
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

普
段
、広
場
の
活
動
は
支
援
ル
ー
ム
で
行
い
ま
す
が
、体
を
動

か
し
遊
ぶ
こ
と
が
巧
み
に
な
っ
た
2
・
3
歳
児
の
広
場
だ
け
は
、

支
援
ル
ー
ム
か
ら
飛
び
出
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

5
月
24
日
の
な
か
よ
し
広
場
は
、グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
森
へ

お
出
か
け
し
、遊
ん
で
き
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、シ
ー
ル
を
貼
っ
て
作
っ
た
牛
乳
パ
ッ

ク
の「
お
さ
ん
ぽ
バ
ッ
ク
」を
首
か
ら
下
げ
て
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー

ツ
内
を
散
策
し
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
ま
で
到
着
し
た
ら
ご
褒
美
の

シ
ー
ル
を
先
生
に
貼
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
に
あ
る
大
型
遊
具
で
も
た
く
さ
ん

遊
ん
で
き
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
に
は
、お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
遊
び
に

来
た
経
験
が
あ
る
お
子
さ
ん
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、同
年
齢

の
お
友
だ
ち
大
勢
と
触
れ
合
い
な
が
ら
戸
外
で
活
動
す
る
経
験
は
、

ま
だ
ま
だ
さ
ほ
ど
な
い
年
齢
で
す
。
触
れ
合
い
を
深
め
る
う
ち
に
、

お
友
だ
ち
と
し
て
の
意
識
も
少
し
ず

つ
育
ま
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

7
月
の
2
・
3
歳
児
の
広
場
の
お

出
か
け
日
は
、7
月
5
日（
木
曜
日
）

北
ア
ル
プ
ス
広
域
北
部
消
防
署
に
お

出
か
け
し
、消
防
車
や
救
急
車
に
乗

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
は
、近

く
の
空
き
地
で
お
弁
当
を
食
べ
る
予

定
で
す
。ぜ
ひ
、お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

次
回
は
、
し
ろ
う
ま
保
育
園
か

ら
で
す
。

児
童
手
当「
現
況
届
」の

提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

子
育
て
耳
よ
り
情
報
　
№
９

白
馬
村
子
育
て
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

お
ひ
さ
ま
～
7
月
か
ら
新
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す
～

お問合せ　白馬村教育委員会　子育て支援課　電話：85-8101　

お
問
合
せ

白
馬
村
教
育
委
員
会
子
育
て
支
援
課

電
話：0
2
6
1
‐
８
５
‐
8
1
0
1

お
問
合
せ
　
白
馬
村
子
育
て
支
援
ル
ー
ム

　
　
　
　
　
電
話：0
2
6
1
‐
７
２
‐
3
0
2
5

白
馬
村
子
育
て
支
援
ア
プ
リ

　お
ひ
さ
ま
メ
モ
リ
ー
ズ

遠
隔
健
康
医
療
相
談

　小
児
科
オ
ン
ラ
イ
ン

妊
娠
か
ら
出
産
、育
児
ま
で
を
フ
ル
サ
ポ
ー
ト
。

地
域
と
つ
な
が
る
、安
心
の
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
で
す
。

お
子
さ
ま
に
つ
い
て
の
質
問
や
悩
み
を

平
日
の
18
～
22
時
に
L
I
N
E
や
電
話
で
小
児
科
医
に
相
談
で
き
ま
す
。

・�

定
期
健
診
の
数
値
も
自
動
グ
ラ
フ
化

　
母
子
手
帳
を
開
か
な
く
て
も
、必
要
な
時
に
、ア
プ
リ
で
母
親
の
健
康

状
態
・
お
子
様
の
成
長
記
録
を
グ
ラ
フ
で
確
認
で
き
ま
す
。

・
予
防
接
種
管
理
や
子
育
て
お
役
立
ち
コ
ン
テ
ン
ツ

　
予
防
接
種
の
事
前
の
お
知
ら
せ
、接
種
履
歴
を
ア
プ
リ
で
管
理
で
き
ま
す
。

　
オ
ム
ツ
替
え
や
沐
浴
な
ど
、子
育
て
に
役
立
つ
動
画
も
配
信
し
ま
す
。

・
病
院
に
行
か
な
く
て
も
小
児
科
医
に
相
談
が
で
き
る

　
事
前
に
予
約
す
る
こ
と
で
、ご
自
宅
な
ど
お
好
き
な
場
所
か
ら
待
ち

時
間
な
く
相
談
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

・
対
応
す
る
の
は
現
役
の
小
児
科
医

　
対
応
す
る
医
師
は
全
員
が
現
役
の
小
児
科
医
で
す
。専
門
の
経
験
と

知
識
を
も
と
に
丁
寧
に
お
答
え
し
ま
す
。

・
ど
ん
な
小
さ
い
悩
み
で
も
丁
寧
に
お
答
え

　
病
院
に
行
く
べ
き
か
の
判
断
か
ら
、日
常
の
何
気
な
い
疑
問
・
不
安
ま

で
、お
子
さ
ま
に
関
す
る
ど
ん
な
質
問
で
も
気
軽
に
ご
相
談
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
情
報
や
地
域
子
育
て
情
報
を
掲
載
し
た
、子
育
て
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発
行
し
ま
す
。

・
白
馬
村
の
子
育
て
情
報
が
お
手
元
に
届
く

　
お
手
元
の
ア
プ
リ
に
、育
児
情
報
や
育
児
に
必
要
な
手
続
き
・
施
設
・

イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
お
届
け
し
ま
す
。

電
子
母
子
手
帳

地
域
子
育
て
情
報

ど
こ
で
も
相
談

安
心
の
先
生

気
軽
に
相
談
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受
験
の
お
申
し
込
み
は
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
ま
で

【
受
付
期
間
】　
平
成
30
年
７
月
3
日（
火
曜
日
）か
ら

　
　
　
　
　
　
７
月
5
日（
木
曜
日
）ま
で
の
3
日
間

【
時
　
　
間
】　
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

【
場
　
　
所
】　
大
町
合
同
庁
舎
２
階
　
2
0
1
会
議
室

【
そ
の
他
】　
⑴
　
最
終
日
は
混
雑
し
ま
す
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
る
だ
け
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
⑵
　
郵
送
は
平
成
30
年
7
月
5
日

　
　
　
　
　
　
　
　
消
印
ま
で
有
効
で
す
。

※
82
円
切
手
を
貼
り
、宛
先
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒

（
定
形
外
不
可
）を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

受
験
資
格
等
そ
の
他
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.pref.

nagano.lg.jp

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、も
し
く
は

大
町
保
健
福
祉
事
務
所
　
食
品
・
生
活
衛
生
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
歯
周
病
を
始
め
と
す
る
歯
周
疾
患

は
、中
高
年
以
降
の
歯
の
喪
失
の
原

因
と
し
て
多
く
を
占
め
て
お
り
、初

期
に
は
自
覚
症
状
に
乏
し
く
、症
状

を
自
覚
し
た
時
に
は
症
状
が
か
な
り

進
行
し
て
お
り
、歯
の
保
存
が
困
難

と
な
る
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
村
で
は
、歯
周
疾
患
の
早
期
発
見

及
び
口
腔
保
健
意
識
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、節
目
の
年
齢
で

あ
る
40
、50
、60
、70
歳
に
、歯
科
医

療
機
関
に
よ
る
問
診
、口
腔
内
一
般

検
診
、歯
周
組
織
検
査
、口
腔
衛
生

指
導
の
歯
周
疾
患
検
診
・
保
健
指
導

を
行
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
対
象
者
は
、平
成
30
年

4
月
1
日
現
在
、白
馬
村
に
住
所
を

有
し
、平
成
30
年
度
に
満
40
歳
・
満

50
歳
・
満
60
歳
・
満
70
歳
に
達
す
る

方
で
す
。受
診
料
金
の
自
己
負
担
額

は
1
，0
0
0
円
で
、3
，0
0
0
円

を
村
が
助
成
し
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
受
診
券
を
送
付
し

ま
す
の
で
、大
北
管
内
歯
科
医
療
機

関
に
て
、電
話
予
約
の
上
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　
有
効
期
限
は
平
成
31
年
2
月
28

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

（
受
診
希
望
者
の
集
中
を
防
ぐ
た
め
、

7
月
～
8
月
に
分
散
し
て
受
診
券

を
配
布
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
）

平
成
30
年
度

調
理
師
試
験�

製
菓
衛
生
師
試
験

平
成
30
年
度
歯
周
疾
患
節
目
検
診
の
お
知
ら
せ

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課健康づくり係　電話： 85-0713

お
問
合
せ
　
大
町
保
健
福
祉
事
務
所

　
〒
3
9
8
‐
8
6
0
2
　

　
大
町
市
大
字
大
町
1
0
5
8
‐
2
大
町
合
同
庁
舎
内

　
電
話：0
2
6
1
‐
2
3
‐
6
5
2
8 

【平成30年度　歯周疾患節目検診対象者】

【実施医療機関】

年　齢 生　年　月　日
40歳 昭和53（1978）年4月2日～昭和54（1979）年4月1日
50歳 昭和43（1968）年4月2日～昭和44（1969）年4月1日
60歳 昭和33（1958）年4月2日～昭和34（1959）年4月1日
70歳 昭和23（1948）年4月2日～昭和24（1949）年4月1日

歯科医院名 電話番号 歯科医院名 電話番号
＜大町市＞ ＜松川村＞

いいざわ歯科医院 23-7050 あづみ野歯科 62-2332
オクハラ・デンタル・クリニック 23-0500 いとう歯科医院 62-8880
金子歯科医院 23-2200 岡江歯科医院 62-9888
グリーン歯科クリニック 23-6666 きらり歯科医院 62-0005
佐藤歯科医院 23-3211 丸山歯科クリニック 62-0648
にこにこデンタルクリニック 23-5612 ＜白馬村＞
砂田歯科医院 22-0648 おだ歯科 72-6482
西澤歯科医院 22-5091 武田歯科医院 72-8060
平林歯科医院 22-1149 橘歯科医院 72-5025
宮下歯科医院 22-0297 柏原歯科医院 71-1182
横沢歯科医院 22-1343 ＜小谷村＞

＜池田町＞ 小谷歯科医院 82-2762
小田切歯科医院 62-3134 　
師岡歯科 62-9781 　
竹内歯科医院 62-2151 　
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長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
大
北
支
部
で

は
、こ
の
地
域
の
高
齢
者
の
皆
様
に
笑
顔
に
な
っ
て

い
た
だ
く
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、高
齢
者
の
方

の
居
場
所
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
団
体
等
を
紹
介

す
る
機
会
と
し
て
、次
の
と
お
り「
大
北
地
域
シ
ニ

ア
の
集
い
2
0
1
8

　
～
笑
い
と
新
発
見
～
」を
開

催
し
ま
す
。

日
　
時
　
平
成
30
年
7
月
25
日（
水
曜
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
時
　
開
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
　
開
演

場
　
所
　
サ
ン
ア
ル
プ
ス
大
町
　
大
会
議
室

　
　
　
　（
大
町
市
大
町
1
6
0
1
‐
2
）

内
　
容
　
第
1
部
　「
笑
い
」13
時
～
14
時

　
　
　
　
　
　
　
　
柳
家
圭
花
師
匠
の
落
語
公
演

　
　
　
　
第
2
部
　「
新
し
い
発
見
の
集
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　�

高
齢
者
の
居
場
所
と
出
番

を
発
見
し
て
も
ら
う
機
会

と
し
て
、大
北
地
域
の
各
地

で
活
動
し
て
い
る
団
体
が

活
動
内
容
を
発
表
し
ま
す

入
場
料
　
無
料

※�

シ
ニ
ア
の
集
い
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、年
齢
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
26
年
10
月
1
日
か
ら
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
定

期
予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン（
国
が
国
民
に
接
種
を
推
奨
す
る
ワ
ク
チ
ン
）

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
肺
炎
は
、日
本
人
の
死
因
の
第
3
位
で
あ
り
、死
亡
者
の
95
％
以

上
が
、65
歳
以
上
の
方
で
す
。肺
炎
で
一
番
多
い
病
原
菌
は
肺
炎
球

菌
で
す
。肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
お
く
と
、肺
炎
の
予
防

や
肺
炎
に
か
か
っ
て
も
軽
い
症
状
で
す
む
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
接
種
期
間
】　
平
成
30
年
6
月
1
日
～
平
成
31
年
3
月
31
日

【
接
種
回
数
】　
１
回

【
費
　
　
用
】　�

自
己
負
担
2
，0
0
0
円
、予
防
接
種
を
受
け
る
際

に
医
療
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

【
平
成
30
年
度
の
接
種
対
象
者
】

①
　
平
成
30
年
度
に
次
の
年
齢
と
な
る
方

年
齢

対
象
生
年
月
日

65
歳

昭
和
28
年
4
月
2
日
生�

～�

昭
和
29
年
4
月
1
日
生
の
方

70
歳

昭
和
23
年
4
月
2
日
生�

～�

昭
和
24
年
4
月
1
日
生
の
方

75
歳

昭
和
18
年
4
月
2
日
生�

～�

昭
和
19
年
4
月
1
日
生
の
方

80
歳

昭
和
13
年
4
月
2
日
生�
～�
昭
和
14
年
4
月
1
日
生
の
方

85
歳

昭
和
8
年
4
月
2
日
生�

～�

昭
和
9
年
4
月
1
日
生
の
方

90
歳

昭
和
3
年
4
月
2
日
生�

～�

昭
和
4
年
4
月
1
日
生
の
方

95
歳

大
正
12
年
4
月
2
日
生�

～�

大
正
13
年
4
月
1
日
生
の
方

1
0
0
歳
大
正
7
年
４
月
２
日
生�

～�

大
正
8
年
４
月
１
日
生
の
方

②�

平
成
30
年
6
月
１
日
以
降
の
接
種
日
に
お
い
て
、60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
者
で
、心
臓
、腎
臓
又
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺

の
日
常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る

者
及
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常

生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
者

※
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
過
去
に
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
さ
れ
た
こ
と
の

あ
る
方
、平
成
30
年
度
接
種
年
齢
以
外
の
方
は
定
期
接
種
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
の
で
、補
助
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。全
額
自
己
負
担
で

あ
れ
ば
接
種
可
能
で
す
。

　
ま
た
、前
回
の
接
種
か
ら
5
年
以
内
に
再
度
接
種
を
受
け
た
場
合
、

副
反
応
が
強
く
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
接
種
方
法
】　�

村
内
の
医
療
機
関
で
接
種
で
き
ま
す
。な
お
、希
望

者
は
各
自
で
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

ご
不
明
な
点
は
、白
馬
村
役
場
健
康
福
祉
課
保
健
係

　（
電
話
８
５
‐
０
７
１
３
）ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
北
地
域
シ
ニ
ア
の
集
い
2
0
1
8

～
笑
い
と
新
発
見
～

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

対
象
者
の
方
に
は
個
人
通
知
を
差
し
上
げ
ま
す
。

お
問
合
せ

　
白
馬
村
健
康
福
祉
課
福
祉
係

　
電
話：8
5
‐
0
7
1
3
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特定健診 
健康福祉課

Vol.81白 馬 村 の 健 康
○
計
画
で
掲
げ
て
い
る
基
本
理
念
と
は
？

障
害
者
総
合
支
援
法
に
規
定
さ
れ

て
い
る
基
本
理
念
の
も
と
、障
が
い

の
あ
る
人
の
自
立
や
社
会
参
加
を
は

じ
め
、誰
も
が
い
き
い
き
と
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
総
合
的
な
支
援
の
充
実

を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

基
本
理
念

『
お
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重

し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
ま
ち
づ
く

り
』

・�

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、社

会
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
参
加
す
る

主
体
と
し
て
、自
ら
の
能
力
を
最
大

限
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・�

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に

必
要
な
支
援
を
、地
域
全
体
の
理

解
・
協
力
の
も
と
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

↓

「
み
ん
な
で
つ
く
る
、み
ん
な
で
輝
く

�

ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
ま
す
。

目
標
の
体
系

計
画
の
基
本
理
念
を
実
現
す
る
た

め
の
目
標
を
体
系
的
に
整
理
す
る
と

図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
3
つ
の
目
標
の
う
ち
、今
月

号
で
は「
地
域
に
お
け
る
自
立
生
活

の
支
援
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

1
　地
域
に
お
け
る
自
立
生
活
の
支
援

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
て
い
く
こ

と
が
、共
生
社
会
実
現
に
向
け
て
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
方
向
性

を
3
つ
の
項
目
に
分
け
て
い
ま
す
。

（
1
）福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・�

障
が
い
の
あ
る
人
が
何
で
も
相
談

で
き
る
窓
口
体
制
の
充
実
。

・�

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
、各
種
支
援

制
度
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
の

発
信
、関
係
分
野
の
総
合
的
な
連
携

の
下
地
域
に
あ
る
資
源
を
活
用
し

た
総
合
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
体
制
整
備
。

（
2
）安
定
的
な
生
活
の
支
援

・�

障
が
い
の
あ
る
人
及
び
そ
の
家
族

の
生
活
と
な
る
所
得
保
障
の
充
実
。

・�

福
祉
資
源
を
有
効
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
、専
門
的
な
相
談
機
能
の

充
実
と
社
会
保
障
制
度
等
の
利
用

促
進
。

（
3
）保
健・医
療
の
充
実

①�

早
期
発
見
対
策
の
充
実
に
向
け
た

健
康
づ
く
り
の
推
進

・�

障
が
い
の
あ
る
人
自
身
や
介
助
・
支

援
者
の
高
齢
化
、医
療
的
ケ
ア
が
必

要
な
重
度
障
が
い
の
あ
る
人
の
増

加
等
に
対
応
し
て
い
き
、関
係
機
関

の
連
携
を
通
じ
て
支
援
体
制
の
充

実
、早
期
発
見
。

②�

医
療
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

充
実

・�

健
康
診
断
等
で
問
題
が
発
見
さ
れ

た
方
に
対
し
て
、保
健
師
等
に
よ
る

相
談
や
訪
問
の
実
施
。

・�

保
健
所
や
児
童
相
談
所
、医
療
機
関

等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、早
期
治

療
、早
期
療
育
の
支
援
。

③
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
の
充
実

・�

複
雑
、困
難
な
相
談
の
増
加
に
伴
い
、

精
神
保
健
の
早
期
発
見
・
対
応
を
行

う
た
め
の
専
門
相
談（
認
知
症
、虐

待
、引
き
こ
も
り
等
）の
充
実
。

・�

関
係
者
と
の
連
携
、協
力
体
制
の
強

化
。

○�

次
回
：
2
つ
目
の
理
念「
社
会
参
加

の
促
進
と
就
労
支
援
」に
つ
い
て

【�

障
害
者
計
画
っ
て
何
！？
　
№�2�

】

　
お
問
合
せ

　
白
馬
村
役
場
　
健
康
福
祉
課
福
祉
係

　
電
話
：
8
5-

0
7
1
3

障がい福祉ってなんだろうNo.15シリーズ

基本理念

お
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い

な
が
ら
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

目　標

地域における
自立生活の支援

社会参加の促進と
就労支援

人にやさしい
まちづくり

“
ゴ
ミ
”が
片
付
け
ら
れ
な
く
な
る
?!

　
今
回
は
、社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
ゴ
ミ
屋
敷
に
つ
い
て
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。ゴ
ミ
屋
敷
と
は
、明
ら
か
に
定
期
的
な
片
付
け
や
掃

除
が
で
き
ず
不
健
康
な
環
境
に
陥
っ
て
い
る
状
態
を
い
い
、以
下
の

よ
う
な
心
理
状
況
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

⒈
過
労

　
社
会
人
と
し
て
働
く
中
で
、さ
ま
ざ
ま
な
人
間
関
係
か
ら
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
た
り
、業
務
の
中
で
問
題
や
ミ
ス
が
あ
り
周
り
に
迷
惑
を

掛
け
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
精
神
的
に
ま
い
っ
て
し
ま
い
私
生
活
が

疎
か
に
な
っ
て
片
づ
け
が
で
き
ず
に
ゴ
ミ
を
溜
め
て
し
ま
う
。

⒉
家
庭
環
境

　
離
婚
や
別
居
、死
別
な
ど
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
ず
に
気
力

が
だ
ん
だ
ん
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
や
、若
者
な
ど
で
は
特
に
自
分
が

不
便
を
感
じ
な
け
れ
ば
部
屋
が
汚
れ
て
い
て
も
気
に
な
ら
な
い
な
ど

で
掃
除
や
片
づ
け
が
で
き
な
く
な
る
。

⒊
社
会
か
ら
の
孤
立
感

　
高
齢
化
社
会
が
進
み
、配
偶
者
を
失
っ
た
り
、自
分
も
重
い
病
気
を

患
っ
て
体
の
自
由
が
利
か
な
く
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
家
の
中

が
ゴ
ミ
で
溢
れ
て
し
ま
う
。

⒋
高
齢
者
に
多
い

　
戦
後
の
物
が
な
い
時
代
に
育
っ
た
人
が「
そ
の
う
ち
使
え
る
」「
も
っ

た
い
な
い
」と
い
う
感
覚
で
物
を
捨
て
ず
に
家
の
ど
こ
か
に
し
ま
い

込
み
、必
要
に
な
っ
た
と
き
に
そ
の
事
を
忘
れ
て
新
し
い
物
を
買
っ

て
益
々
物
が
増
え
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、い
つ
ど
の
よ
う
な
事
が
発
端
で
生
じ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。そ
の
延
長
線
上
に
は
孤
独
死
と
い
う
問
題
も
あ
り

ま
す
。問
題
解
決
の
為
に
は
、人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。他
人
事
で
な
く
近
所
の
非

常
事
態
に
関
心
を
持
ち
、お
互
い
に
助
け
合
う
関
係
を
作
っ

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

お
問
合
せ
　
白
馬
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
電
話：7
2
‐
6
6
6
7
　
F
A
X：7
2
‐
7
0
0
1
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特定健診 
健康福祉課

Vol.81白 馬 村 の 健 康

知りたくなったら健診へ！自分のからだのコト…知りたくない？

白馬村では平成30年も特定健診・各種がん検診を行っております。

夏
は
比
較
的
過
ご
し
や
す
い
気
候
の
白

馬
村
で
す
が
、早
く
も
真
夏
を
感
じ
る
日

も
増
え
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、夏
本
番
前
に
今
回
は
熱
中
症

に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

熱
中
症
っ
て
？

「
熱
中
症
」は
、高
温
多
湿
な
環
境
に
長

く
い
る
こ
と
で
、徐
々
に
体
内
の
水
分
や

塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、体
温
調
節
機

能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、体
内
に
熱

が
こ
も
っ
た
状
態
を
指
し
ま
す
。
屋
外
だ

け
で
な
く
室
内
で
何
も
し
て
い
な
い
と
き

で
も
発
症
し
、救
急
搬
送
さ
れ
た
り
、場
合

に
よ
っ
て
は
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈
熱
中
症
の
症
状
〉

　
め
ま
い
、立
ち
く
ら
み
、手
足
の
し
び
れ
、

筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
、気
分
が
悪
い
、頭
痛
、

吐
き
気
、嘔
吐
、倦
怠
感
、虚
脱
感
、い
つ
も

と
様
子
が
違
う

〈
重
傷
に
な
る
と
？
〉

　
返
事
が
お
か
し
い
、意
識
消
失
、け
い
れ

ん
、か
ら
だ
が
熱
い

熱
中
症
予
防
の
た
め
に
は
？

【
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
】

室
内
で
も
、
外
出
時
で
も
、
の
ど
の
渇

き
を
感
じ
な
く
て
も
、こ
ま
め
に
水
分
・
塩

分
、経
口
補
水
液
な
ど
を
補
給
し
ま
し
ょ

う
。

【
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う
】

で
き
る
だ
け
風
通
し
の
よ
い
日
陰
な
ど
、

涼
し
い
場
所
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を
見
か
け
た
ら
…

〈
涼
し
い
場
所
へ
〉

　
風
通
し
の
よ
い
日
陰
な
ど
、涼
し
い
場

所
へ

〈
か
ら
だ
を
冷
や
す
〉

　
衣
服
を
ゆ
る
め
、か
ら
だ
を
冷
や
す（
首

回
り
、脇
の
下
、足
の
付
け
根
な
ど
）

〈
水
分
補
給
〉

　
水
分
・
塩
分
、経
口
補
水
液
な
ど
を
補
給

す
る

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、意
識
が
な
い
場

合
は
、す
ぐ
に
救
急
車
を
！

今回のテーマ「気を付けよう熱中症！」

お問合せ　白馬村役場健康福祉課健康づくり係　電話：85-0713

もちろん、睡眠不足、体調不良、前日の飲酒、朝食の未摂取等は、熱中症の発症に影響を与えるおそれがあ
ります。毎日の健康管理も、熱中症予防には大切なことです。真夏に備えて一度生活を振り返ってみましょう。
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　ご家庭のパソコンやスマートフォンで、この他の図書・ＤＶＤソフトの新着案内、在庫状況をご覧いただけます。
【白馬村行政ホームページ→白馬村図書館→図書館カレンダー・蔵書検索・新着案内】

書　　名 著者名 分　類
The　Regional　Geography　of　Japan TAKAAKI　NIHEI 291N

むらの困りごと解決隊　実践に学ぶ地域運営組織 農山漁村文化協会〔編〕 318ム

自分の顔が嫌いですか?　“見た目”が“こころ”を壊す女たち 町沢　静夫 493マ

こどもを育む環境蝕む環境 仙田　満 525セ

日本オリンピック委員会公式写真集　2018 平昌オリンピック日本代表選手団 日本オリンピック委員会〔企画・監修〕 780ニ

オリンピックへ行こう! 真保　裕一 Fシ

小屋を燃す 南木　佳士 Fナ

マザリング・サンデー グレアム・スウィフト 933ス

日常生活からひもとく信州 長野県立歴史館〔編〕 N215ニ

信州四季暮らし 横山　タカ子 N590ヨ

書　　名 著者名 分　類
ぼくはなんでもできるもん いとう　みく 913イ

科学探偵VS.魔界の都市伝説（科学探偵謎野真実シリーズ3） 佐東　みどり 913カ

たぬきのおやき

あかちゃん新社長がやってきた

恐竜トリケラトプスはじめての
たたかい

たったひとつのドングリが
―すべてのいのちをつなぐ―

たぬきの家の、巨大なおやきのな
かみはなんでしょう？おやきレシ
ピつきの絵本。

ある日、赤ちゃん社長のもとに、い
もうとがやってきて、あかちゃん
新社長になっちゃった!!

ティラノサウルスとトリケラトプス
のはくりょくのバトル！

たったひとつのドングリが、木に育ち、
その木に鳥が巣を作り、落ちた種から
花が咲く。いのちのめぐりの絵本。

菊池　日出夫〔絵〕
分類　Ｅキ

マーラ・フレイジー〔作〕
分類　Ｅフ

黒川　みつひろ〔作・絵〕
分類　Ｅク

フラン・プレストン=ガノン〔絵〕
分類　Ｅプ

―新着図書案内―

【一般・郷土】

【児童書・絵本】

・�大町市と北安曇郡内の図書館の連携により、どの図書館でも本の貸出や返却ができるようになりました。詳しくは、図
書館にお問い合わせください。
・�図書の貸し出しを希望されるかたは、現住所の確認ができる身分証明書（免許証、保険証等）を持参し、窓口にて、「図書
館図書等貸出申込書」をご記入ください。（小学生以下の方は、保護者同伴のうえ、保護者の身分証明書をご提示ください。）
カード発行には、やむをえず、お時間をいただく場合があります。時間に余裕をもって、お申し込みいただきますよう、
お願い申し上げます。
・�DVD・CDソフトは、一人3点まで3週間館外貸出できます（図書と合わせて一人10点まで）。貸出には、図書館の利用
者カードが必要です。

ー図書館利用案内ー

22

図書館だより
No.199

平成30年6月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時
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6～ 7月　保健ガイド

■乳幼児健診等� 会場：ふれあいセンター1階
月　日 事業名 受付時間 対象になるお子様

6月21日（木） 1歳半健診 13:00～13:15 H28年10月～11月生
6月25日（月） 2ヵ月育児相談   9:30～  9:45 H30年4月生
6月26日（火） 2歳歯科検診 13:00～13:15 H28年1月～3月生
6月27日（水） 2歳相談   9:15～  9:30 H28年4月生
7月12日（木） 7ヵ月もぐもぐの日   9:45～10:00 H29年11月～12月生
7月13日（金） 3歳健診 13:00～13:15 H27年5月11日～6月生
7月18日（水） 乳児健診   9:15～  9:30 H30年2月生・H29年8月生
7月30日（月） 2ヵ月育児相談   9:30～  9:45 H30年5月生

■予防接種� 会場：ふれあいセンター1階
月　日 事業名 受付時間 対象になるお子様

6月22日（金） 各種予防接種 13:00～13:30

個別にご案内しています。

7月10日（火） 各種予防接種 13:00～13:30
7月20日（金） 各種予防接種 13:00～13:30
7月27日（金） 二種混合　第2期 13:00～13:45日本脳炎　第2期
7月31日（火） 二種混合　第2期 13:00～13:45日本脳炎　第2期

■司法書士無料相談（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

8月8日（水） 13:00～16:00 ふれあいセンター2階
ボランティアルーム 帶金　康祐　司法書士 白馬村社会福祉協議会　72-7230

※予約が必要です。相談時間は３０分ですので、相談内容を整理してお越しください。

■弁護士無料法律相談（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

7月11日（水） 13:00～15:00 ふれあいセンター2階
ボランティアルーム 勝野　照章　弁護士 白馬村社会福祉協議会　72-7230

※予約が必要です。相談時間は３０分ですので、相談内容を整理してお越しください。

毎週月曜日 9 :30～12:00
13:30～16:00

毎週火・水・木曜日 13:30～16:00

自由利用

■子育て支援ルーム

1歳児の広場 毎週火曜日
0歳児の広場 毎週水曜日
2・3歳児の広場 毎週木曜日

なかよし広場 時間：9:30～12:00 
行事日程

月　日 行事名 対　象 開始時間
6月21日（木） おいしいものたべよの日 妊婦・夫 10：00～
6月25日（月） 子育て座談会 “子どものイヤイヤ期との上手なつきあい方” 10：00～12：00
6月28日（木） 親子体操 ～Ｂ＆Ｇプール～

※詳しくは、支援ルームへお問い合わせください。 2.3歳児
7月  2日（月） おはなし会 11：00～
7月  3日（火） おいしいものたべよの日 １歳児 11：20～
7月  5日（木） お出かけ日～消防署見学～

※詳しくは、支援ルームへお問い合わせください。 2.3歳児 10：00～

7月  9日（月） 月曜育児相談 2.3歳児 10：30～
夏の水分補給についての話（丸山管理栄養士）

7月10日（火） 親子体操 ～Ｂ＆Ｇプール～
※詳しくは、支援ルームへお問い合わせください。 １歳児

7月12日（木） おいしいものたべよの日 ２．３歳児 11：20～
7月23日（月） 月曜育児相談 10：30～
7月29日（日） お父さんと遊ぼう 10：00～12：00

※ その他の日程については、決まり次第なかよし便りなどでお知らせします。
　お問い合わせは：白馬村子育て支援ルーム　☎72-3025へお願いします。

16日～翌月末までの予定を日付順に記載しています。

月 日 曜日 北部地区（白馬・小谷） 大町市内 南部地区（池田・松川） 歯　　科 白馬村内薬局当番店
6 24 日 小谷村診療所 市立大町総合病院 吉村医院 にこにこデンタルクリニック 大町市 （0261）22-5612 ―
7 1 日 神城醫院 野村クリニック 松本クリニック 橘歯科医院 白馬村 （0261）72-5025 フジノヤ薬局

8 日 小谷村診療所 大町協立診療所 あづみ病院 岡江歯科医院 松川村 （0261）62-9888 ―
15 日 しんたにクリニック 伊東医院 はーぶの里診療所 宮下歯科医院 大町市 （0261）22-0297 フジノヤ薬局
16 月 白馬診療所 柿下クリニック 平林メンタルクリニック 丸山歯科クリニック 松川村 （0261）62-0648 フジノヤ薬局
21 土 小谷村診療所 ― ― ― ― ― ―
22 日 栗田医院 遠藤内科医院 近藤医院 砂田歯科医院 大町市 （0261）22-0648 太田薬局
28 土 神城醫院 ― ― ― ― ― ―
29 日 横沢医院 最上整形外科クリニック あづみ病院 竹内歯科医院 池田町 （0261）62-2151 白馬アップル薬局

8 4 土 栗田医院 ― ― ― ― ― ―
5 日 小谷村診療所 菊地クリニック 太田医院 武田歯科医院 白馬村 （0261）72-8060 ―
11 土 白馬診療所 小野医院 西森整形外科 西澤歯科医院 大町市 （0261）22-5091 フジノヤ薬局
12 日 神城醫院 平林医院 あづみ病院 佐藤歯科医院 大町市 （0261）23-3211 フジノヤ薬局
18 土 白馬診療所 ― ― ― ― ― ―
19 日 横沢医院 横澤内科医院 松本クリニック 柏原歯科医院 白馬村 （0261）71-1182 白馬アップル薬局
25 土 横沢医院 ― ― ― ― ― ―
26 日 しんたにクリニック 市立大町総合病院 吉村医院 グリーン歯科クリニック 大町市 （0261）23-6666 フジノヤ薬局

■休・祝日緊急当番医表

はくば6月.indd   23 H30/06/08   18:15



はくば
広報

広報
は
く
ば

発
行
・
白
馬
村
役
場	

〒
399‒

9393
　
長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
大
字
北
城
７
０
２
５
　
　
編
集
・
広
報
編
集
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス	

http://w
w
w
.vill.hakuba.lg.jp/	

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
６
１‒
７
２‒

５
０
０
０

人口：8,772 人　男：4,389 人　女：4,383 人　3,955 世帯
（平成 30 年 6 月 1 日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）
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編集後記
「貞逸祭・開山祭」が終了し、いよいよ白馬村の山岳シーズンが幕開けとなりました。貞逸祭・開山祭には、山案内人
をはじめ関係者やトレッキング参加者など、総勢550名もの方にお集まりいただき、表紙の写真にもあるアルペンホル
ンの音色が新緑の木々と雪覆う白馬岳に響き渡っていました。
記念トレッキングではゆっくりと景色を楽しみながら雪渓まで歩きました。登山で汗ばんだ体に雪渓付近のぐんと冷
たい空気が流れ、久々に雪を踏みしめる感覚が心地良い最高のトレッキングでした。
今月号の記事にもございますが、「白馬花三昧」や「スノーハープクロス大会」など、多くのお客様をお迎えするイベ
ントがあります。村民の皆さまもぜひ足をお運びください。� （広報編集担当：鷲澤）

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

　白馬村の認知症サポーター数620人
（平成29年1月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

村政情報はホームページまたはフェイスブック
でもご覧いただくことができます。

http://www.vill.hakuba.lg.jp/
https://www.facebook.com/hakuba.lg.jp

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第1回町内美化活動が6月26日、今井浜海岸で実施
され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら70名を超
える人々が参加しました。東小学校では、子ども達の
地域の自然を大切にする気持ちを高めるため、毎年夏
に今井浜海岸の清掃活動を行っています。縦割り班に
分かれた児童らは、大人達と協力しながら流木や海藻
などのごみを拾い集めました。約1時間に渡る活動の
結果、トラック3台分、ごみ袋112袋分のごみが回収さ
れました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7月19日（水）から3日間、白馬北小学校の5年生
の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物
館見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での
買い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

伝統の交流会で絆を育む
白馬南小学校の6年生15人が5月10日から11日に
かけて河津町を訪れ、東小学校の5・6年生と交流しま
した。この交流会は昭和62年度から毎年行われてい
ます。
児童らは初めて対面し、ベロバ海岸でカニ引きや磯
遊びをして交流を深めました。お昼には東小の保護者
が作ったカレーや味噌汁が振る舞われ、児童らは和気
あいあいと食事を楽しんでいました。

～ ブルーム歓迎会 ～
4月19日（木曜日）に姉妹都市ブルームの皆さんの歓
迎会（レセプションパーティー）が行われました。セン
ト・メアリー校の学生さんがすてきな衣装に着替えて
ブルームならではの踊りを披露してくれました。外国
の方と交流する機会は滅多にないので皆さん楽しくワ
イワイと交流を深めました。

津軽三味線　体験レッスン
初心者・未経験者大歓迎！目指せじょんがら節！

まずは津軽の音を楽しく奏でましょう！

日時：7／ 8・22、8 ／ 5・19（全 4 回いずれも15：00～16：00）
会場：大町温泉郷　多目的ホール
料金：5,000 円（全 4 回・三味線リース料込）
電話：菊岡まつ乃 0263（34）4433　www.kikuokamatsuno.com　講師：福嶋孝顕
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